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はじめに 
 
○ 平成１９年２月９日に閣議決定された「文化芸術の振興に関する基本的な方針」（第

２次基本方針）では、文化芸術は、①人間が人間らしく生きるための糧となるもの、

②人間相互の連帯感を生み出し、共に生きる社会の基盤を形成するもの、③より質の

高い経済活動を実現するもの、④科学技術や情報化の進展が人類の真の発展に貢献す

るよう支えるもの、⑤文化の多様性を維持し、世界平和の礎となるものであり、また、

今日では、「文化力」が国の力であるということが世界的にも認識されるとともに、文

化芸術と経済は密接に関連しあうと考えられるようになったとしている。そして、文

化芸術は、すべての国民が真にゆとりと潤いの実感できる心豊かな生活を実現してい

く上で不可欠な国民全体の社会的財産であり、我が国は、今後一層文化芸術を振興す

ることにより、文化芸術で国づくりを進める「文化芸術立国」を目指すことが必要で

あるとしている。 
 
○ 特に、文化芸術の振興に当たって重点的に取り組むべき事項の一つとして、「日本の

文化芸術の継承、発展、創造を担う人材の育成」が挙げられており、専門的人材の計

画的・系統的な育成を促進するとともに、優れた人材が自らの才能を伸ばし、能力を

最大限発揮できる環境を整備することが重要な政策課題となっている。 
 
○ 文化審議会文化政策部会では、このような認識に立って、これまで政策的な検討が

十分ではなかった「アートマネジメント及び舞台技術に関する人材育成及び活用につ

いて」並びに「芸能実演家（音楽、舞踊、演劇等の分野における実演家）等及びメデ

ィア芸術に関する人材育成について」をテーマに検討することとした。 
審議に際しては、第２次基本方針において、「特に、文化芸術活動を支えるためには、

文化施設や文化芸術団体の企画、運営及び文化芸術と国民とを結び付ける業務等を行

うアートマネジメント担当者や舞台技術者等の人材の育成を図る必要がある」とされ

ていることや、これらの人材の育成及び活用が欧米先進諸国と比較して低い水準にあ

り、優れた文化芸術であっても継続的に実施することができず、国内外に発信したり

後世に伝えていくことが困難な状況を招いていることも踏まえ、まず、アートマネジ

メント及び舞台技術に関する人材（以下「アートマネジメント人材等」という。）の育

成及び活用について検討を進めてきた。 
 
○ 当部会では、平成１９年８月２日の第１回の会合以来、５名の有識者からのヒアリ

ングを含め、６回の会議を開催した。審議に当たっては、文化庁が平成１９年１０月

から１１月にかけて調査を行った「アートマネジメント人材の育成と活用の状況（調

査結果）」及び「アートマネジメント研修の実施状況について」（以下「文化庁調査結
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果」という。）など、アートマネジメント人材等を巡る状況に関する各種資料に基づき

検討を進めた。 
 
○ この「アートマネジメント人材等の育成及び活用について」審議経過報告は、これ

まで審議した論点と現段階での考え方を整理したものである。今後、本審議経過報告

に対する各方面からの御意見をいただき、さらに必要な方策等について議論を深める

とともに、芸能実演家（音楽、舞踊、演劇等の分野における実演家）等及びメディア

芸術に関する人材育成について検討を進め、より具体的な報告をとりまとめていくこ

ととしている。 
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１．アートマネジメント人材等の育成及び活用方策の基本的な考え方 

 
（１）アートマネジメントの意義 
 

○ 文化芸術を振興していく上で各地域の拠点となるべき劇場、音楽堂等については、

これまで全国的に整備が進められてきた。 
他方、創造活動を巡る状況を見てみると、こうした施設は貸し館事業を主要な事

業としており、専ら地域の人々の文化活動の発表の場として使われることが多く、

鑑賞機会の提供という観点からは十分に活用されているとは言えない。主催・共催

事業による創造活動などの低調な文化施設も多い。さらに指定管理者制度の導入に

より、公立文化施設においては、これまで地域で培われてきた文化芸術活動の安定

的かつ継続的な展開が困難になるとの懸念も現場から指摘されている。 
また、我が国の場合、創造活動の現場においては、芸術家個人が責任を負わなけ

ればならないような環境の中で仕事をしていることも多く、文化芸術を支える体制

が不十分であるとの指摘もある。 
公的助成や企業支援を背景として、文化芸術に関する施設や団体などの経営の在

り方や事業運営への関心も高まっている。 
 
○ 我が国の文化力を高めていくためには、文化芸術に関する施設や団体などが、そ

の機能・役割を十分に発揮できるようにすることが重要であるが、これまで進めら

れてきたハードの整備に比べ、文化芸術活動を地域社会に根付かせていくためのソ

フト面の充実は十分とは言い難い。第２次基本方針において、「文化力で地域から日

本を元気にする」ことが基本的視点の一つとされているが、ハードの整備だけでは、

将来、各地域の文化力が先細りになることも懸念される。５年後、１０年後も日本

文化全体が持続的に発展していくため、各地域において文化芸術活動を活性化して

いくことが重要な政策課題となっている。 
 
○ これらの課題について、芸術家の側から見ると、芸術家が創造活動に専念できる

ようにするため、芸術家を支え、その意向を把握するとともに、資金を獲得し、鑑

賞者等のニーズを汲み上げ、経済性と芸術性を両立させた公演・展示等を継続的に

提供していく仕組みの充実が望まれる。 
  また、地域社会の側から見ると、地域が求める芸術家の登用や育成を行うととも

に、ハードの設備・機能の有効活用を進め、地域社会が求める創造活動を展開して、

地域全体で文化的なまちづくりを行っていくことが望まれる。 
このような文化の創り手と受け手をつなぐ役割を担うのがアートマネジメントで

ある。いかに優れた文化芸術であっても、社会に伝わらなければその役割を果たし
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ているとは言えない。文化芸術を鑑賞者や地域住民、子どもたちにつなげていくこ

とで、地域全体で文化的なまちづくりが進められ、地域が豊かになり、日本全体も

豊かになる。各地域の文化芸術を支え、発展させていくためにも、アートマネジメ

ントの充実が不可欠となっている。 
 

○ 我が国が文化芸術立国を目指し、文化芸術活動の安定的かつ継続的な展開を図る

ためには、地方公共団体の文化担当者、文化施設・文化芸術団体・中間支援組織の

担当者、学校関係者、地域の文化イベント主催者、企業の文化担当者などを含む、

文化芸術に関わるすべての人材が、文化と社会をつなぐアートマネジメントの視点

を持つことが重要である。アートマネジメントへの共通理解を持ち、その機能を広

く普及することによって、国全体の文化力の底上げが可能になると考えられる。 
 

（２）アートマネジメント人材等の育成及び活用の必要性 
 
○ アートマネジメントとは、劇場・音楽堂等や、美術館・博物館・図書館等、文化

芸術団体などにおいて、芸術家の創造性、文化芸術を享受する鑑賞者を中心とする

地域社会、及びそれらを支えるリソースとの連携・接続を図ることにより、文化芸

術の創り手と受け手をつなぐ役割を指すものであり、「文化芸術経営」と言い換える

ことができる。中間支援組織や行政において文化芸術活動を支える機能もアートマ

ネジメントの概念に含まれる。 
 
○ アートマネジメントに携わる人材の具体的な職務内容としては、①劇場・音楽堂

等や、美術館・博物館・図書館等、文化芸術団体などにおいて、公演・展示等の企

画・構成・制作、マーケティング・資金獲得、営業・渉外・広報等に従事する業務

や、②文化芸術支援団体等の中間支援組織において、文化芸術の振興に向けた政策

提言や調査研究、資源（人、モノ、カネ、情報）の仲介等に従事する業務などが考

えられる。 
 
○ また、劇場・音楽堂等において、照明、音響、舞台機構操作等の業務に従事する

舞台技術者は、質の高い舞台芸術の創造や公演を安全かつ円滑に運営する上で不可

欠な人材であり、アートマネジメントに携わる人材と同様、文化芸術活動を支える

上で重要な役割を担っている。 
 
○ これらのアートマネジメント人材等については、我が国の場合、大学学部・大学

院、短期大学、専門学校等（以下「大学等」という。）における専門的な教育の歴史

も浅く、未だ質・量ともに分野に偏りがある、文化施設や文化芸術団体等での育成

も十分ではないとの指摘がある。また、文化施設や文化芸術団体等においてアート
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マネジメント人材等を登用し、その能力を十分に発揮させるなどの人材の活用面に

も課題が多いとの指摘がある。文化芸術活動を支え、発展させていく上で、アート

マネジメントの重要性が高まってきている中、アートマネジメント人材等の育成及

び活用を図るための方策を講ずることが急務になっている。 
 
○ これからアートマネジメントの役割を担っていこうと希望する人材の養成にかか

る基礎的な教育に加えて、現職者がキャリアの様々な段階で、社会の変化に対応し

たキャリアの充実を図るため、また、関連職種からのキャリアチェンジを図るため

の研修も幅広く行う必要がある。 
 

（３）アートマネジメント人材等に求められる資質・能力 
 
○ アートマネジメント人材等の職務内容は多岐にわたり、その態様も様々であるが、

アートマネジメント人材等の育成に当たっては、文化芸術活動の現場の需要を踏ま

えつつ、例えば、次のような点を重視した資質・能力の向上を図る必要がある。 
  ・ 文化芸術に関する幅広い知識と興味を持ち、芸術家を支え、鑑賞者や地域社会

のニーズを汲み上げ、魅力的な公演・展示等の企画・制作等を行う能力 
  ・ 文化芸術の価値を鑑賞者や地域住民、行政、企業等にわかりやすく発信してい

く能力 
・ 公的助成や寄附者の支援、企業協賛など文化芸術のための資金を獲得する能力 
・ 会計、著作権等関連法務に関する知識・経験を持ち、芸術性と経済性を両立し

た経営ができる能力 
・ 舞台技術者については、質の高い舞台芸術の創造や公演を安全かつ円滑に運営

する能力 
 

（４）今後の基本的な考え方 
 
 ○ アートマネジメント人材等については、これまで、大学等における養成とともに、

文化施設、文化芸術団体、中間支援組織等（以下「文化芸術機関」という。）におけ

る活用が進められてきたが、上記のようにアートマネジメント人材等の育成及び活

用が重要な政策課題となっている。 
 
 ○ 今後は、次のような基本的な考え方の下、大学等と文化芸術機関はもとより、国

や地方公共団体、企業等が連携・協力しながら、アートマネジメント人材等の育成

及び活用を図っていくことが重要である。 
 

① 文化芸術活動の現場において求められる実践的な資質・能力を有するアートマ
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ネジメント人材等の計画的・体系的な育成を促進する。 
 

② 芸術家とアートマネジメント人材等が連携・協力して創造活動を行い、発信で

きるよう、文化芸術機関におけるアートマネジメント人材等の積極的な活用を推

進する。 
 

③ アートマネジメント人材等が自らの才能を伸ばし、能力を最大限発揮できる環

境を整備する。その際、文化芸術に関わるすべての人材が、アートマネジメント

機能が不可欠であるという認識を持てるように促す。 
 

○ なお、今般の文化政策部会では、主にソフト面の充実が喫緊の課題となっている

劇場・音楽堂等において現代の舞台芸術に携わる人材を中心とした方策を審議した

が、美術館・博物館・図書館等についても、文化芸術を支え、発展させていくため

には、アートマネジメントの充実は不可欠である。現在、中央教育審議会において

生涯学習・社会教育の振興方策について議論がなされているところであり、専門的

職員の質の向上など、アートマネジメントの向上につながる美術館・博物館・図書

館等の在り方についての検討が望まれる。 
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２．アートマネジメント人材等を巡る現状と課題 
 
（１）大学等における人材養成 

 
○ 大学等でアートマネジメントに関する講座、コース等を置いている学部、大学院

は増えてきており、その教育内容を見ると、主な内容が教育学的なもの、社会学的

なもの、公共政策学的なものなど、大学それぞれにおいて多様であるものの、必ず

しも文化芸術機関の経営とリンクしたものとなっておらず、文化芸術活動の現場に

おいて求められる実践的な資質・能力の育成につながっていないとの指摘がある。

また、文化庁調査結果によると、アートマネジメントに関する講座、専攻、コース

等を開設していると回答があった学校４８校のうち、体系的・総合的なカリキュラ

ムを設置していると回答があった学校は２９校であり、全体として見てみると、必

ずしもアートマネジメント人材を養成するための体系的・総合的なカリキュラムが

整備されているとは言えない。 
 
 ○ 大学等における教育体制に関しては、文化庁調査結果によると、アートマネジメ

ントに関する講座、専攻、コース等を開設していると回答があった学校４８校のう

ち、専任教員を配置していると回答があった学校は２７校であり、全体として見て

みると、必ずしも十分な教育体制が整えられているとは言えない。 
 
○ また、アートマネジメントの理論と実践の両面の修得の観点から、文化芸術機関

における実習・インターンシップが有益であると考えられるが、文化庁調査結果に

よると、アートマネジメントに関する講座、専攻、コース等を開設していると回答

があった学校４８校のうち、劇場・ホール等への実習・インターンシップをプログ

ラムの一つとして取り入れていると回答があった学校は２８校であり、実習・イン

ターンシップを実施している場合でも、実習期間は平均で２０日となっている。 
 
○ アートマネジメント人材等の養成を図る上で、人材の養成を担う大学等と活用を

図る文化芸術機関の相互理解・交流が重要と考えられるが、文化庁調査結果による

と、大学等は、文化芸術機関における学生の積極的な採用や実習・インターンシッ

プの受け入れなどを重視する一方で、文化芸術機関は、大学等に共同企画の実施や

現場を知る専任教員の増員等を求めるなど、養成側と活用側で意識の乖離が見られ

る。 
 
 ○ このように、大学等においてアートマネジメント人材等の養成を図る上で、体系

的・総合的なカリキュラムの構築や専任教員の配置、実習・インターンシップの効
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果の向上とともに、人材の養成を担う大学等と活用を図る文化芸術機関との相互理

解・交流の推進が課題となっている。 
 

（２）現職研修 
 
○ 現職のアートマネジメント人材等に対する研修については、国や地方公共団体、

公立文化施設、財団法人、大学などが様々な研修を実施しているが、一般的な内容

のもの、期間が短いものも多く、必ずしも現場のニーズを十分踏まえた内容となっ

ていないとの指摘もある。文化庁調査結果によると、アートマネジメント人材の育

成を目的とする研修を実施しているとの回答があった機関２１機関のうち、文化芸

術機関の職員などを対象とした長期の専門的な研修を実施している機関は２機関に

止まっている。 
 
○ また、文化芸術機関では、近年効率化等のために職員数が減ってきており、仕事

を通じた訓練も難しくなってきている一方で、研修に参加したくてもなかなか日程

が確保できず、旅費等の予算的な制約もあることから、研修が受けにくいという現

場からの指摘もある。 
 
  ○ アートマネジメント人材等の資質・能力の向上を図る上で、現職研修が重要な役

割を果たしていることに鑑み、今後、研修内容の強化や研修を受けやすい環境づく

りを進めていくことが重要である。 
 
（３）文化芸術機関における人材活用 

 
○ 文化芸術機関においては、限られた人数で運営に当たっており、従事者一人で担

当する仕事の範囲も広いため、特定の分野だけではなく、幅広くアートマネジメン

トに関する知識・技能を修得し、問題解決能力を身に付けることが求められる。 
 
○ アートマネジメント人材等が学習や経験を積んでも、必ずしも処遇などに反映さ

れるとは限らず、何かを学んだとして、それがその後どうつながっていくのかとい

うキャリアアップの目標を持ちにくい状況にある。 
 
○ また、文化芸術機関の長等の文化芸術についての理解が十分とは言えず、アート

マネジメントの機能を十分発揮することが困難な状況にある文化芸術機関も散見さ

れるとの指摘がある。 
 
○ 各地で多くの劇場・音楽堂等が整備されてきたが、事業や運営の評価基準が明確
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になっていないため、公立文化施設では指定管理者制度の導入により効率的な管理

が強調される傾向にある。また、劇場・音楽堂等のハード面の整備に伴い、フラン

チャイズをつくるために動き出した文化芸術団体もある一方で、公的助成等に頼っ

て、地域における活動拠点の形成に向けた取組など文化芸術活動の活性化に向けた

マネジメントの積極的な努力を怠っている文化芸術団体があるとの指摘もある。 
 
○ 大学等でアートマネジメント人材等を養成しても、活用側の劇場・音楽堂等をは

じめとする文化芸術機関では限られた人員で運営しなければならないことから、現

場の経験が重視される傾向にあり、学生の就職の受け皿が少なく、学生が現場に入

っていきにくい状況にある。文化庁調査結果によると、アートマネジメント関連の

業務に就職する卒業生の割合は４分の１程度に止まっている。 
 
○ また、アートマネジメント人材等の定期的な採用が少ないなど、大学等と現場を

つなぐ仕組みが整えられておらず、学生が働きたいと思っても安定的に働けないこ

とが多いことから、単純に人材養成の数を増やしても失業者を増やすだけになりか

ねない恐れがあるとの指摘もある。 
  
  ○ このように、人材の活用を図る文化芸術機関の現状を踏まえ、長期的な視野に立

った人材育成、アートマネジメント人材等の処遇の改善、劇場・音楽堂等のマネジ

メントの向上の促進等とともに、大学等と現場の接続の強化を図り、アートマネジ

メント人材等の質の向上に向けた取組を進めることが重要である。 
 
（４）舞台技術において顕著な課題 
  

○ １９８０年代以降、公立文化施設の設置数が増え、公演の形態もその都度スタッ

フを雇うという形に舞台制作の在り方が変化した結果、舞台技術者の継続的な育成

が難しくなっている。また、舞台技術に関する共通のルールが未整備で、そのノウ

ハウが劇場・ホール等で蓄積されておらず、安全管理上の問題などが生じる恐れが

あるとの指摘もある。 
 
○ 熟練した舞台技術者は団塊の世代に多く、今後大量に引退が見込まれる中で、必

ずしもその技術や経験を受け継ぐ若手人材が育っていない。 
 
○ 舞台芸術における上演施設、演出空間の高機能化、演出の多様化等に伴い、舞台

の機材や技術の改良・発達が進んでおり、舞台技術者が新たな機材や技術に的確に

対応していくことが求められている。 
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○ 指定管理者制度の導入に際して、公立文化施設の設置者の中には、上演施設の維

持管理、運営に際して舞台技術専門家の重要性をあまり認知しておらず、必ずしも

専門性の高い舞台技術専門家の配置を条件付けていないところがあり、専門家の人

材配置や研修機会の確保が妨げられる傾向にあるのではないかという懸念が広がっ

ている。 
 
○ 舞台芸術を裏から支え業績を上げている舞台技術者に光が十分当たっておらず、

モチベーションの維持・向上も課題となっている。 
  
（５）アートマネジメントに関する情報 

 
○ アートマネジメントに携わる人材や舞台技術者に関する情報については、国や地

方公共団体、文化施設等、企業等による情報提供が行われているものの、アートマ

ネジメント人材等の需要や、人材養成、研修、文化芸術機関等の情報が、それを必

要とする関係者の間で十分共有されているとは言い難い。例えば、アートマネジメ

ント人材等として、どこにどのような人がいるのかという情報が少なく、同じ人ば

かりに仕事が偏る傾向が生じるなど、人材の育成や活用に当たっての課題となって

いる。 
 
（６）地域文化行政の在り方 

 
○ 文化行政の在り方として、地域における行政の継続的な政策運営が欠如する傾向

が見られる。地方公共団体の文化行政の担当者は、専門的な知識や経験に乏しく、

２、３年の短期間で入れ替わることが多いため、ノウハウの蓄積が困難になってい

る。 
 
○ 地域においてアートマネジメントを円滑に進めるためには、行政組織の中に地域

で文化芸術をどう活かすかを十分に把握し、専門的なノウハウや知識・経験を有す

る行政官を配置するとともに、文化芸術に関わるすべての人材が、アートマネジメ

ントの視点を持てるように促していくことが重要である。 
 

（７）地域における文化芸術活動の発信の機会 
 
  ○ 県民文化祭等の地域における文化芸術活動も幅広く行われてきているが、地域の

祭りやイベント、学校行事なども含め、文化的なまちづくりを行っていくためには、

地域社会のニーズを汲み上げ、魅力ある公演・展示等を実現できるアートマネジメ

ント機能の充実が重要である。 
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３．アートマネジメント人材等の育成及び活用に向けた具体的な方策 
 
（１）アートマネジメント人材等の計画的・体系的な育成 
  

ⅰ）大学等における人材養成の充実 
 
○ 大学等におけるアートマネジメント人材等の養成に当たっては、各大学の教育目

標に応じて、文化芸術に関する幅広い知識やアートマネジメントの専門的な知識・

技能を修得させるとともに、文化芸術活動の現場において求められる実践的な資

質・能力の育成を図る観点にも配慮して、教育内容の充実を図ることが重要である。

その際、各大学等の取組に資するよう、大学等が自主的にカリキュラムを構築する

上で、コアとなる体系的・総合的なカリキュラムを開発する必要がある。 
 
 ○ 大学等における教育体制を整備し、教員の教育力の向上を図るため、アートマネ

ジメントの専任教員の配置を進めることが重要である。 
 
○ また、アートマネジメントに関する実践的な資質・能力の向上を図るため、文化

芸術機関と連携・協力し、一定期間学生がその運営に主体的に参加するなど、実習・

インターンシップの内容の充実や期間の長期化を図ることが求められる。 
 
○ 大学等と文化芸術機関の現場をつなぐ期間として、特に優れた業績をあげた学生

が文化芸術機関における実際の活動の中で現場の手法やノウハウを学ぶため、１、

２年の長期の研修を経験できるようにするための仕組みの構築を検討する必要があ

る。 
 
○ 文化芸術活動の現場の需要を踏まえた人材育成を図るため、人材の養成を担う大

学等と活用を図る文化芸術機関との間で人材育成の在り方について協議する場を設

定するなど、養成側と活用側の相互理解・交流を促す機会を充実する必要がある。 
  
 ○ 舞台技術者の継続的な育成を図るため、安全管理の問題などをはじめ舞台技術者

に求められる共通の知識・技能などを体系的・総合的にまとめた教材の編纂を検討

する必要がある。 
 
ⅱ）現職研修の充実 
 
○ アートマネジメント人材等の現職の育成を強化するため、研修の受講によって、
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それをどのように活用していくのかを明確にする観点に立って、現職研修の充実を

図ることが重要である。また、これらの研修の質の向上に資するため、現場のニー

ズに即した効果的な内容・期間のプログラムの開発や、実施体制等について検討す

る必要がある。 
 
○ 人材育成の拠点である国立の文化芸術機関において、人材育成事業やプログラム

に、アートマネジメント人材等の育成を加えることを検討する必要がある。 
 
○ 文化芸術機関において、アートマネジメント人材等が長期の研修でも受けられる

ような、研修を受けやすい環境の整備に努めることが重要である。 
 
 ○ 舞台技術の急速な進展に対応して、舞台芸術の創造や公演を安全かつ円滑に運営

するため、定期的に舞台技術者の研修を行っていく必要がある。 
 
（２）文化芸術機関におけるアートマネジメント人材等の活用の推進 
 

○ 文化芸術機関において鑑賞者のニーズを汲み上げて演目を選び、発信していくな

ど、創造活動本来の魅力を引き出すためには、独立した職として、アートマネジメ

ント専門の職員を配置することが極めて重要であり、そのための文化施設等の取組

に対する支援を充実することが求められる。 
 
 ○ 特に、我が国の文化芸術の水準の維持・向上を目指し、アートマネジメントの充

実により、優れた創造活動、人材育成事業、教育普及事業等の取組を行っている各

地域の劇場・音楽堂等を文化芸術振興の拠点として位置付け、重点的な支援を図っ

ていく必要がある。 
 
○ また、地域における創造作品等の普及、アートマネジメント人材等の育成など、

各地域の劇場・音楽堂等が取り組むべき活動の基準を明確化し、アートマネジメン

トの充実に向けた取組を促す必要がある。 
 
○ 文化芸術機関におけるアートマネジメントの機能を高めるためには、各機関の長

等が文化芸術について深い理解を持つことが不可欠であり、アートマネジメントの

視点を持つよう意識改革を進めていくことが望まれる。 
 
○ アートマネジメント人材等がキャリアアップに向けた明確なビジョンを持てるよ

うにするため、文化芸術機関において、資質・能力、経験などに応じた適切な処遇

を行うことが重要である。 
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○ アートマネジメントの充実のためには、量的な拡大より、専門的な人づくりが重

要であり、難易度の高い資格試験を導入し、一定の条件を満たした文化施設には試

験に合格した人しか置けないとしてはどうかとの意見がある。他方、アートマネジ

メント人材等の職務内容が多岐にわたり、その態様も様々であるため一律の基準の

設定が困難であるとともに、資格制度の導入により、規制強化や資格取得のための

新たな負担が生じる恐れがある。資格制度の在り方については、導入のメリットや

デメリットなどを総合的に検討する必要がある。 
 

  ○ 舞台技術の手法やノウハウを蓄積して、それらの継続性を確保する観点から、舞

台技術の認定制度の在り方を検討する必要がある。 
 
（３）アートマネジメント人材等が活躍できる環境の整備 
 

ⅰ）地域文化行政の体制整備 
 
  ○ 地域における文化行政を継続的かつ円滑に推進するため、文化行政を担う担当者

に文化政策、文化芸術に関する知識や理解のある人材を配置するとともに、すべて

の関係者がアートマネジメント機能の必要性を認識し、人事異動があっても蓄積さ

れた知識やノウハウが円滑に継承されるよう体制の整備を図ることが重要である。 
 

ⅱ）アートマネジメントに関する情報の整備 
 
○ アートマネジメントに携わる人材や舞台技術者に関する需要や、人材養成、研修、

文化芸術機関における人材の活用状況などの情報を広く関係者において共有化でき

るようにするため、これらの情報を系統的に整理し、提供するための体制の整備を

図る必要がある。特に、活躍の機会を求めるアートマネジメント人材等を、人材を

必要とする芸術文化機関に紹介できる体制の整備を図ることを検討する必要がある。 
 

ⅲ）積極的な顕彰の実施 
 
○ 優秀なプロデューサーや舞台技術者を顕彰するなど、アートマネジメント人材等

が魅力的な職業人の一つであることを国民に向けて積極的にＰＲするための方途を

検討する必要がある。 
 

ⅳ）地域における文化芸術活動の発信の機会の充実 
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  ○ アートマネジメント人材等の育成及び活用に資するよう、文化芸術活動の発信の

機会の充実を図る必要がある。特に、県民文化祭の開催等地域の特色ある文化芸術

活動による文化的なまちづくりを進めるなど、地域における文化芸術活動の発信の

機会を一層充実していくことが重要である。 
 
○ 「よいアートマネジメント人材等は、よい企画から生まれる」という視点に立っ

て、国と地方公共団体が共同して、優れた企画公演について多くの人々が鑑賞でき

るよう再演の機会を与えるなどのプログラムの実施を検討する必要がある。 
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４．国、地方公共団体、大学等、文化芸術機関等の役割 
 
（１）国 
 
 ○ 国は、質の高いアートマネジメント人材等の育成及び活用を図るため、以下の点

に留意しつつ、上記３．で示した方策全体の点検を行うとともに、アートマネジメ

ントの円滑な定着を目指した政策的な誘導や国立の文化施設における取組が求めら

れる。政策誘導に際しては、上記２．にあるような我が国のアートマネジメントの

現状を踏まえ、一律の対応を進めるのではなく、例えば、モデル地区や拠点となる

文化芸術機関に重点的に支援を実施し、それを他にも波及していくような重点的な

支援方策を行うべきである。 
・ 大学等や文化芸術機関におけるアートマネジメント人材等の育成及び活用に対

する支援を充実すること 
・ アートマネジメント人材等に対する全国的な規模での研修を充実すること 
・ アートマネジメント人材等に関する需要、人材養成、現職研修、文化芸術機関

等の情報提供を行うこと 
・ 劇場・音楽堂等が取り組むべき活動の基準を明確化すること 
・ アートマネジメント人材等に対する積極的な顕彰を行うこと 
・ 国民文化祭、全国高等学校総合文化祭等の全国的規模での文化芸術活動の発信

の場を提供すること 
 
（２）地方公共団体 
 
  ○ 地方公共団体は、公立文化施設の設置者として、また、地域における文化行政の

中心的な役割を担っている。地方公共団体には、地域住民の文化芸術に対するニー

ズや行政課題の的確な把握・設定等を行いつつ、以下のような取組を進めることが

求められる。 
  ・ 文化行政の担当者への文化政策、文化芸術に関する知識や理解のある人材の配

置や、蓄積された知識やノウハウの円滑な継承に配慮すること 
  ・ 地域におけるアートマネジメント人材等の育成のための研修や情報提供を実施

すること 
  ・ 公立文化施設においてアートマネジメント人材等の配置に留意するとともに、

その積極的な活用を図ること 
  ・ 公立文化施設の設置者である地方公共団体の文化担当者等、文化行政に携わる

すべての人材が、アートマネジメントの視点を持ち、その機能を十分活かせるよ

うに促すこと 
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・ 公立文化施設に指定管理者制度を適用するに当たって、アートマネジメント機

能の充実に十分配慮した運営を行うこと 
  ・ 県民文化祭の開催等地域の特色ある文化芸術活動による文化的なまちづくりを

推進すること 
  ・ 地域にある大学等と連携・協力を深めつつ、大学等が行うアートマネジメント

人材育成等の活動に対する支援を行うこと 
 
（３）大学等 
 
  ○ 大学等には、アートマネジメント人材等の養成に当たって、活用側である文化芸

術機関と連携・協力し、体系的・総合的なカリキュラムを構築するとともに、実習・

インターンシップの内容の充実や期間の長期化、アートマネジメントの専任教員の

配置など、アートマネジメント人材等が文化芸術機関で求められる実践的な資質・

能力の育成を図ることが期待される。 
 
（４）文化施設、文化芸術団体、中間支援組織等 
 
  ○ 文化施設、文化芸術団体、中間支援組織等には、アートマネジメントに携わる専

門の職員の配置を進めるとともに、大学等の学生の積極的な採用や実習・インター

ンシップの受け入れ、アートマネジメント人材等の育成のための研修の実施、地方

公共団体の文化担当者を含めた職員の研修受講への配慮、機関の長等の意識改革、

優れたアートマネジメント人材等への適切な処遇など、アートマネジメント人材等

の積極的な育成及び活用を図ることが期待される。 
 
（５）企業等 
 
  ○ 企業等の民間団体には、アートマネジメント機能の充実に向け、地域の文化芸術

活動への積極的な支援や、自らの製品やサービスの応用、社員の参画、施設の提供、

ビジネスノウハウなどの経営資源を生かしたアートマネジメント人材等の育成のた

めの研修や情報提供の実施などが期待される。 
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おわりに 
 
○ 以上、文化政策部会におけるこれまでの審議を整理した。アートマネジメントは、優

れた文化芸術を継続的に展開していくことを可能とし、地域全体で文化的なまちづくり

を進め、地域を豊かにする上で不可欠なものである。このようなアートマネジメントに

携わる人材や舞台技術者の置かれた状況は様々であるが、当部会においては、これらの

人材の計画的・体系的な育成と積極的な活用を図るとともに、人材が活躍できるための

環境の整備が重要であると考えた。 
また、我が国が文化芸術立国を目指し、文化芸術活動の安定的かつ継続的な展開を図

るためには、文化芸術に関わるすべての人材が、文化と社会をつなぐアートマネジメン

トの視点を持ち、その機能を広く普及することによって、国全体の文化力の底上げが可

能になると考えた。 
 
○ 今後、本審議経過報告において指摘した基本的な考え方や具体的な方策等を踏まえ、

国や地方公共団体、大学等、文化施設、文化芸術団体、中間支援組織、企業等の各方面

の取組により、文化の創り手と受け手をつなぎ、各地域の文化芸術を支え、発展させて

いくことが望まれる。特に、国は、アートマネジメントの充実に向けて、先頭に立って

取組を進めていくことが求められる。 
 
○ 当部会においては、今後、本審議経過報告に示した方策を具体化していくため、既存

の施策や制度の運用の改善とともに、新たな仕組みやこれらに必要な支援の在り方など

について、引き続き検討を進める。 
 
○ 当部会の審議に対して、大学等関係者、文化施設・文化芸術団体・中間支援組織等の

関係者、地方公共団体関係者、現にアートマネジメント人材等として活躍されている皆

様をはじめ広く国民の皆様の忌憚のない御意見をお寄せいただけることを期待している。 
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参考資料 
 
（１）社会教育調査（文部科学省実施）              ・・・・・・１９ 
（２）指定管理者制度の導入状況（社団法人全国公立文化施設協会実施） 

 ・・・・・・２０ 
（３）アートマネジメント人材の育成と活用の状況（文化庁実施）  ・・・・・・２３ 
（４）アートマネジメント研修の実施状況について（文化庁実施）  ・・・・・・３９ 
（５）文化審議会文化政策部会検討経緯              ・・・・・・４７ 
（６）文化審議会文化政策部会名簿                ・・・・・・４８ 
  



（１）社会教育調査(文部科学省実施)

①文化会館数の推移



②文化会館の稼働日数別ホール数

1.主催・共催事業
（平成１６年度間）

区分 計 ０日
１日以上

５日未満

５日以上

10日未満

10日以上

20日未満

20日以上

30日未満
30日以上

稼働ホール数 2,138 435 332 308 405 196 462

うち公立 1,993 398 311 298 395 186 405

2.貸館事業
（平成１６年度間）

区分 計 ０日 50日未満
50日以上

100日未満

100日以上

150日未満

150日以上

200日未満

200日以上

250日未満

250日以上

300日未満
300日以上

稼働ホール数 2,138 76 238 416 518 421 267 118 84

うち公立 1,993 59 219 403 490 390 250 106 76

（注）稼働ホール数については 300席以上のホール数の合計（注）稼働ホ ル数については、300席以上のホ ル数の合計。
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（２）指定管理者制度の導入状況

①.制度を導入した施設

(社団法人全国公立文化施設協会実施）

①.制度を導入した施設

その他その他,
2 .4%

直営, 41 .4%

管理・運営方法 施設数 割合

直営 527 41 4%直営 527 41.4%

指定管理者 714 56.2%

指定管理者,
56 2%

その他 30 2.4%

56 .2%

平成19年9月現在

計 1,271 100%



②.指定管理者の種類
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③ 制度導入の効果の評価に関する比較③.制度導入の効果の評価に関する比較

④.項目別ごとの制度導入効果
（どちらかというと効果があったという回答の割合）に関する比較
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⑤.指定管理者の評価において重視する項目の比較



⑥.指定管理者を評価する際に特に重視する項目（１位）に関する比較
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（３）アートマネジメント人材の育成と活用の状況（文化庁実施） 

 
 
１．調査の目的 
  教育現場や文化施設等におけるアートマネジメント人材の育成と活用について状況を

把握し、文化審議会文化政策部会における議論の参考とすることを目的として調査を実

施。 
 
２．調査方法等 
（１）調査対象 

 ①文化施設（平成１４～１９年度文化庁芸術拠点形成事業採択施設、社団法人公立文

化施設協会加盟文化施設等）：２１４施設、うち回収１３５施設（回収率６３％） 
 ②実演団体（平成１９年度文化庁芸術創造活動重点支援事業採択団体）：１６８団体、

うち回収７３団体（回収率４４％） 
 ③ＮＰＯ法人（社団法人全国公立文化施設協会の公立文化施設における指定管理者制

度導入状況に関する調査のうち施設の管理者となっているＮＰＯ法人、行政との協

働歴があるＮＰＯ法人）：１１１法人、うち回収４１法人（回収率３７％） 
④大学・大学院、専門学校：１６５校、うち回収７４校（回収率４５％） 

（２）調査方法 
 対象機関に調査票を郵送し、記入後、ファックス又はＥメールにより回収 

（３）実施期間 
  平成１９年１０月～１１月 
（４）有効回答 
  ３２３件 有効回答率４９％ 
（５）主な調査項目 
  ①文化施設、実演団体、ＮＰＯ法人 
   ・各機関の職員数、アートマネジメント人材の人数、職種 
   ・アートマネジメント人材の採用時期、選考方法 
   ・アートマネジメント人材の雇用形態 
   ・機関の長のアートマネジメント経験の有無 
   ・ボランティアの活用状況 
   ・アートマネジメント人材に必要な資質・能力 
   ・アートマネジメント人材の資質・能力の向上のための取組 
   ・地域住民、地元自治体との交流・連携・協働 
   ・大学等に期待すること 
   ・国や地方自治体に期待すること 
   ・今後の課題 
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  ②大学・大学院、専門学校 
   ・アートマネジメントに関する講座・専攻・コース等の開設の有無 

・アートマネジメントに関する体系的・総合的なカリキュラムの有無 
   ・文化施設等への実習・インターンシップの実施状況 
   ・専任教員の配置状況 
   ・一学年当たりの学生数、実務経験がある学生の割合 
   ・アートマネジメント関連の業務に就職する卒業生の割合 
   ・地域住民、地元自治体との交流・連携・協働 
   ・文化施設等に期待すること 
   ・国や地方自治体に期待すること 
   ・今後の課題 
 
３．調査結果のポイント 
 
（１）文化施設、実演団体、ＮＰＯ法人 
 

○各機関の職員数、アートマネジメント人材の人数、職種 
  各機関の平均の職員数は、全職員（常勤・非常勤・臨時職員を含む）２３．５名、

アートマネジメント人材１３．７名である。機関全体の６８％にアートマネジメン

ト人材が置かれている。 
アートマネジメント人材の内訳は、舞台技術者４．３名、劇場制作者・劇団制作

者２．５名、企画・プロデューサー２．２名、立案・構成・ディレクター２．２名、

営業、渉外、資金調達担当１．７名などとなっている。 
 
○アートマネジメント人材の採用時期、選考方法 
  アートマネジメント人材の採用時期については、定期採用は１５％に止まり、必

要に応じ随時採用が８５％に上っている。選考方法は、面接７１％、書類選考５２％、

実技１６％などとなっている（複数回答）。 
 
○アートマネジメント人材の雇用形態 
  アートマネジメント人材の雇用形態については、正職員６２％、臨時職員２１％、

非常勤職員１９％などとなっている（複数回答）。 
 
○機関の長のアートマネジメント経験の有無 
  各機関の長のアートマネジメント経験については、３８％がアートマネジメント

に関する職種の勤務経験があるとしている。 
 
○アートマネジメントに関する業務のボランティアの活用状況 
  アートマネジメントに関する業務をボランティアのような形で、アーティストや

その他外部の関係者が実施している状況については、４２％の機関でボランティア

を活用しているが、機関内の職員ですべての業務を実施しているとする機関が半数

以上となっている（５５％）。 
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○アートマネジメント人材の資質・能力の向上のための取組 
  アートマネジメント人材の資質・能力の向上のため、７０％の機関で何らかの取

組が行われており、「機関内職員に対する定期的な研修の実施」（５０％）、「他機関

と共同での職員に対する研修の実施」（４４％）、「アートマネジメントを学習する学

生の実習・インターンシップの受入れ」（４０％）などとなっている（複数回答）。

 
○地域住民、地元自治体との交流・連携・協働 
  地域住民、地元自治体との関係については、８５％の機関で何らかの交流・連携・

協働の取組が行われており、「地域住民との共同企画の実施」（６４％）、「地元自治

体との共同企画の実施」（６１％）などとなっている（複数回答）。 
 
○大学等に期待すること 
  大学等に期待することとしては、「文化施設等との共同企画の積極的な実施」（６

３％）、「現場を知る専任教員を増やすこと」（５９％）、「専門家の派遣・交流」（５

０％）などが求められている（複数回答）。 
 
○国や地方自治体に期待すること 
  国や地方公共団体に期待することとしては、「文化施設等に対する財政支援の充

実」（７８％）、「文化芸術に関する社会的な普及啓発活動の推進」（７３％）、「アー

トマネジメントに関する知識を持った職員の配置」（５２％）、「文化施設等に対する

税制優遇措置」（５２％）などが求められている（複数回答）。 
 
○今後の課題 
  今後の課題としては、「アートに子どもの頃から触れる機会を増やすこと」（６

７％）、「他の文化施設等との連携・ネットワークの強化」（５３％）、「文化施設等に

おけるアートマネジメント専門職の設置」（５２％）などが挙げられている（複数回

答）。 
 
（２）大学・大学院、専門学校 
 

 
○アートマネジメントに関する講座・専攻・コース等の開設の有無 
  アートマネジメントに関する講座・専攻・コース等を開設していると回答があっ

た学校は４８校、うち専ら舞台技術にかかる講座・専攻・コース等を開設している

と回答があった学校は６校である。 
 
○アートマネジメントに関する体系的・総合的なカリキュラムの有無 
  アートマネジメントに関する体系的・総合的なカリキュラムを設けている学校は

２９校で、アートマネジメントに関する講座・専攻・コース等を開設していると回

答があった学校の６０％となっている。 
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○文化施設等への実習・インターンシップの実施状況 
  劇場・文化ホール等への実習・インターンシップをプログラムの一つとして取り

入れている学校は２８校で、アートマネジメントに関する講座、専攻、コース等を

開設していると回答があった学校の５８％となっている。実習・インターンを実施

している場合の実習期間は、平均で２０日である。 
 
○専任教員の配置状況 
  アートマネジメントの講座・専攻・コース等に専任教員を配置している学校は２

７校で、アートマネジメントに関する講座・専攻・コース等を開設していると回答

があった学校の５７％となっている。講座・専攻・コース等全体に占める専任教員

の割合は、４４％である。 
 
○一学年当たりの学生数、実務経験がある学生の割合 
  アートマネジメントに関する講座・専攻・コース等に在籍している１学年当たり

の学生数は、平均で３８名である。 
  また、アートマネジメント関連分野での実務経験がある学生の割合は、２５％と

なっている。 
 
○アートマネジメント関連の業務に就職する卒業生の割合 
  アートマネジメント関連の業務に就職する卒業生の割合は、２４％となっている。

 
○地域住民、地元自治体との交流・連携・協働 
  地域住民、地元自治体との関係については、９１％の大学等で何らかの交流・連

携・協働の取組が行われており、「地域住民向けの公開講座の開設」（６３％）、「地

元自治体との共同企画の実施」（６３％）などとなっている（複数回答）。 
 
○文化施設等に期待すること 
  文化施設等に期待することとしては、「アートマネジメントを学習した学生の積極

的な採用」（８８％）、「実習・インターンシップの積極的な受入れ」（８８％）、「ア

ートマネジメント専門職の設置」（６１％）などが求められている（複数回答）。 
 
○国や地方自治体に期待すること 
  国や地方公共団体に期待することとしては、「アートマネジメント教育を実施する

大学等への支援」（６７％）、「インターンシップ受入れの充実」（６５％）、「文化芸

術に関する社会的な普及啓発活動の推進」（５５％）、「文化施設等に対する財政支援

の充実」（５５％）などが求められている（複数回答）。 
 
○今後の課題 
  今後の課題としては、「卒業生の就職先の開拓」（７６％）、「インターンシップな

どの現場研修の強化」（６３％）、「アートに子どもの頃から触れる機会を増やすこと」

（４９％）などが挙げられている（複数回答）。 
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４．調査結果の詳細 
 
（１）文化施設、実演団体、ＮＰＯ法人 
 
 ○各機関の職員数、アートマネジメント人材の人数、職種 
 

①全体の職員数（常勤・非常勤・臨時職員を含む） 23.5 名 
②アートマネジメント人材全体 13.7 名 
 （内訳）  
  企画・プロデューサー 2.2 名 
  立案・構成・ディレクター 2.2 名 
  劇場制作者、劇団制作者 2.5 名 
  マーケティング、広報担当 1.6 名 
  営業、渉外、資金調達担当 1.7 名 
  舞台技術者 4.3 名 
  その他 1.6 名 
③アートマネジメント人材を置いている機関数 

及び文化施設等の全体に占める割合 
150 機関 

68％ 
  （注）①及び②（内訳を含む）は、１機関当たりの平均の職員数 
 
 ○アートマネジメント人材の採用時期、選考方法 
 （採用時期） 

 定期的な採用 必要に応じ随時採用 
アートマネジメント人材全体 １５％ ８５％ 
（内訳）   
 企画・プロデューサー １４％ ８６％ 
 立案・構成・ディレクター １６％ ８４％ 
 劇場制作者、劇団制作者 １４％ ８６％ 
 マーケティング、広報担当 １３％ ８７％ 
 営業、渉外、資金調達担当 ２１％ ７９％ 
 舞台技術者 １６％ ８４％ 
 その他 １１％ ８９％ 

 
（選考方法） 

 書類選考 面接 実技 その他 
アートマネジメント人材全体 ５２％ ７１％ １６％ ２９％ 
（内訳）     
 企画・プロデューサー ４６％ ６６％ １２％ ３３％ 
 立案・構成・ディレクター ４９％ ６５％ １７％ ３０％ 
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 劇場制作者、劇団制作者 ５３％ ７５％ １６％ ２５％ 
 マーケティング、広報担当 ５４％ ７６％ ９％ ２８％ 
 営業、渉外、資金調達担当 ５４％ ７５％ ９％ ２６％ 
 舞台技術者 ５３％ ６５％ ２６％ ２９％ 
 その他 ５７％ ７８％ ２２％ ２６％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
          
 ○アートマネジメント人材の雇用形態 
 

 正職員 臨時職員 非常勤職員 その他 
アートマネジメント人材全体 ６２％ ２１％ １９％ １４％ 
（内訳）     
 企画・プロデューサー ６４％ １３％ １８％ １５％ 
 立案・構成・ディレクター ６７％ ２０％ ２０％ １０％ 
 劇場制作者、劇団制作者 ６７％ ２８％ ２１％ ８％ 
 マーケティング、広報担当 ６１％ ２２％ １６％ １０％ 
 営業、渉外、資金調達担当 ６３％ ２０％ １６％ １５％ 
 舞台技術者 ５４％ ２２％ ２１％ ２２％ 
 その他 ５７％ ３１％ ２６％ ２０％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
 
 ○機関の長のアートマネジメント経験の有無 
 

 アートマネジメン

トに関する職種の

勤務経験あり 
機関の長 ３８％ 
（内訳）  
 企画・プロデューサー ７３％ 
 立案・構成・ディレクター ５３％ 
 劇場制作者、劇団制作者 ３３％ 
 営業、渉外、資金調達担当 ３３％ 
 マーケティング、広報担当 ３１％ 
 舞台技術者 ２７％ 
 その他 ７％ 

  （注）内訳については「勤務経験有り」と回答したものの内訳の割合である 
        内訳については複数回答のため、合計が１００％超となる 

 
 ○アートマネジメントに関する業務のボランティアの活用状況 

アートマネジメントに関する業務をボランティアのような形で、アーティストやその

他外部の関係者が実施している割合 
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①機関内の職員ですべての業務を実施 ５５％ 
②ボランティアを活用 ４２％ 
③公演や企画展ごとに臨時職員を雇用 １３％ 
④その他 １６％ 

（注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
   
  ・ボランティアを活用している場合の内訳 

  立案・構成・ディレクター ４３％ 
企画・プロデューサー ４２％ 
舞台技術者 ４１％ 
劇場制作者、劇団制作者 ３４％ 
マーケティング、広報担当 ３２％ 
営業、渉外、資金調達担当 ２８％ 
その他 １１％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
 
          
 ○アートマネジメント人材に必要な資質・能力 
 

会計、経営、マーケティングなどでの実務経験があること ５５％ 
大学・大学院や専門学校などでアートマネジメント関連科目の学習経験があること ４７％ 
実演家としての経験があること ４２％ 
大学・大学院や専門学校などで芸術科目の学習経験があること  ３８％ 
著作権や雇用・労働などの法律関連などでの実務経験があること ３１％ 
その他 ３２％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
 
 ○アートマネジメント人材の資質・能力の向上のための取組 
 

行っている ７０％ 
特に行っていない ３０％ 

   
  ・取組を行っている場合の内訳 

機関内職員に対する定期的な研修の実施 ５０％ 
他機関と共同での職員に対する研修の実施 ４４％ 
アートマネジメントを学習する学生の実習・インターンシップの受入れ ４０％ 
アートマネジメントに関する公開講座の実施 １５％ 
その他 ３４％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
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 ○地域住民、地元自治体との交流・連携・協働 
 

行っている ８５％ 
特に行っていない ８％ 
検討中 ７％ 

 
  ・交流・連携・協働を行っている場合の内訳 

地域住民との共同企画の実施 ６４％ 
地元自治体との共同企画の実施 ６１％ 
地域住民対象のアートに関する公開講座の実施 ３７％ 
地元企業との共同企画の実施 ３０％ 
その他 ２７％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
 
 ○大学等に期待すること 

 
文化施設等との共同企画の積極的な実施 ６３％ 
現場を知る専任教員を増やすこと ５９％ 
専門家の派遣・交流 ５０％ 
インターンシップなどの現場研修の強化・充実 ４４％ 
アートマネジメントのカリキュラムの充実 ４２％ 
一般向けのアートマネジメント公開講座の開催 ３５％ 
アートマネジメントを学ぶ学生の増大 ２１％ 
アートマネジメントを教える大学等を増やすこと ２０％ 
教育機関間のネットワークの強化 ２０％ 
その他 ７％ 
期待できない   ３％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
 
 
 
 ○国や地方自治体に期待すること 
 

文化施設等に対する財政支援の充実 ７８％ 
文化芸術に関する社会的な普及啓発活動の推進 ７３％ 
アートマネジメントに関する知識を持った職員の配置 ５２％ 
文化施設等に対する税制優遇措置 ５２％ 
研修などの人材養成プログラムの開発 ３９％ 
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アートマネジメント関連の国家資格制度の検討 ２４％ 
アートマネジメント教育を実施する大学等への支援 ２３％ 
既存の研修会の充実 ２１％ 
文化行政担当者の講師派遣 １７％ 
産学官連携の研究プロジェクトの実施 １７％ 
その他 １１％ 
期待できない  １％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
 
 
 ○今後の課題 
 

アートに子どもの頃から触れる機会を増やすこと ６７％ 
他の文化施設等との連携・ネットワークの強化 ５３％ 
文化施設等におけるアートマネジメント専門職の設置 ５２％ 
トップマネジメントの文化・芸術認識の強化 ４７％ 
地域住民や地元自治体との連携強化 ４５％ 
アートマネジメントに携わる人材の社会的地位の向上 ４４％ 
アートマネジメントに携わる職員に対する研修機会の拡大 ４１％ 
研修機会の地域間格差の是正 ２０％ 
その他 ７％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 32

 
（２）大学・大学院、専門学校 
 
 
 ○アートマネジメントに関する講座・専攻・コース等の開設の有無 
 

アートマネジメントに関する講座・専攻・コース等を開設している学校数 48 校

うち、専ら舞台芸術にかかる講座・専攻・コース等を開設している学校数 6 校

検討中の学校数 1 校

  （注）学校数は、学部・大学院、専門学校の累計 
 
○アートマネジメントに関する体系的・総合的なカリキュラムの有無 

 
アートマネジメントに関する体系的・総合的なカリキュラムを設けている学校数 29 校(60%)
検討中の学校数  2 校( 4%)

  （注）学校数は、大学・大学院、専門学校の累計 
     （ ）内はアートマネジメントに関する講座・専攻・コース等を開設している 

学校数（４８校）との割合 
   

○文化施設等への実習・インターンシップの実施状況 
 

①劇場・文化ホール等への実習・インターンシップをプログラムの一つとして取り入れている学校数 28 校(58%)
実習期間 ２０日 

②実習・インターンシップを実施していない学校数               11 校(23%)
③実習・インターンシップの実施を検討中の学校数 4 校(8%)
④実習・インターンシップを取り入れるつもりはない学校数 1 校(2%)

   （注）学校数は、学部・大学院、専門学校の累計   
実習期間は、実習・インターンシップを実施している場合の平均の日数 

     （ ）内はアートマネジメントに関する講座・専攻・コース等を開設している 
学校数（４８校）との割合  

 
○専任教員の配置状況 
 

①アートマネジメントの講座・専攻・コース等に専任教員を配置している学校数 27 校(56%)
講座・専攻・コース等全体に占める専任教員の割合 44％ 

②専任教員は置いていないが、本学の教員が教授・指導に当たっている学校数 9 校(19%)
③専任教員は置いておらず、他大学等の教員や企業・団体の有識者が教授・指導に当たっている学校数 6 校(13%)
④専任教員の配置を検討中の学校数 0 校(0%)
⑤専任教員を配置していない学校数 2 校(4%)

  （注）学校数は、大学・大学院、専門学校の累計 
       （ ）内はアートマネジメントに関する講座・専攻・コース等を開設している 

学校数（４８校）との割合 
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○一学年当たりの学生数、実務経験がある学生の割合 

 
アートマネジメントに関する講座・専攻・コース等に在籍している１学年当たりの学生数 ３８名 
アートマネジメント関連分野での実務経験がある学生の割合 ２５％ 

（注）１大学等当たりの平均の学生数、割合 
 

○アートマネジメント関連の業務に就職する卒業生の割合 
 

アートマネジメント関連の業務に就職する卒業生の割合 ２４％ 
  （注）１大学等当たりの平均の割合 
 
 

○地域住民、地元自治体との交流・連携・協働 
行っている ８９％ 
特に行っていない ７％ 
検討中 ４％ 

 
  ・交流・連携・協働を行っている場合の内訳 

地域住民向けの公開講座の開設 ６３％ 
地元自治体との共同企画の実施 ６３％ 
地域住民との共同企画の実施 ３９％ 
地元企業との共同企画の実施 ３０％ 
その他 １７％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
 

○文化施設等に期待すること 
 

アートマネジメントを学習した学生の積極的な採用 ８８％ 
実習・インターンシップの積極的な受入れ ８８％ 
アートマネジメント専門職の設置 ６１％ 
大学等との共同企画の実施 ５５％ 
講師の派遣 ２８％ 
その他 ６％ 
期待できない ０％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
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○国や地方自治体に期待すること 
 

アートマネジメント教育を実施する大学等への支援 ６７％ 
インターンシップ受入れの充実 ６５％ 
文化施設等に対する財政支援の充実 ５５％ 
文化芸術に関する社会的な普及啓発活動の推進 ５５％ 
アートマネジメントに関する知識を持った職員の配置 ４８％ 
文化施設等に対する税制優遇措置 ４４％ 
研修などの人材養成プログラムの開発 ３９％ 
アートマネジメント関連の国家資格制度の検討 ３６％ 
産学官連携の研究プロジェクトの実施 ３０％ 
文化行政担当者の講師派遣 ２３％ 
既存の研修会の充実 １７％ 
その他 ５％ 
期待できない ０％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
 

○今後の課題 
 

卒業生の就職先の開拓 ７６％ 
インターンシップなどの現場研修の強化 ６３％ 
アートに子どもの頃から触れる機会を増やすこと ４９％ 
アートマネジメントに関する基礎教育の標準化 ４３％ 
アートマネジメントに詳しい専任教員を増やすこと ４１％ 
アートマネジメントの教科書的書籍の編纂 ３０％ 
アートマネジメントを学ぶ学生を増やすこと ２７％ 
アートマネジメントを教える大学等を増やすこと １４％ 
その他 ５％ 

  （注）複数回答のため、合計が１００％超となる 
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アートマネジメント調査についての自由記述一覧

１ 文化会館等

○ アートマネジメントの学問的教化は、これを職業としない市民にもその存在を示し、また、文化芸

術啓発の真の目的を一般化するものとして、アートマーケティングの根幹的機能を果たす。文化芸術

の果たす社会的役割に理解を示し、ひいては、職業に選ぶ市民が増えることに何の不都合はない。

さらに、学問と現場の相互交流は、医学生とインターンと同様、必要不可欠である。

○ アートマネジメント人材を育成しても、受け入れ先となる機関（公共ホール等）が不足している現

状では、失業者を増やすだけである。

○ 学校教育にも一歩踏み込んだアートマネジメントの企画充実を期待する。

○ 座学より現場での経験がものをいう仕事であるため、就職採用の需要が大学生の供給と一致せず、

需要が圧倒的に少ない。長期的展望に立った事業計画が立てられるようにアートマネジメント担当職

員の安定した雇用が守られる制度的保障を希望する。

○ ここ１０年間でアートマネジメントを学ぶ機会は大幅に増加している。しかしながら、現場との乖

、 。 、 、離は ますます深刻になっているように感じられる 大学では 政策と現場で活きるテクニックなど

理論と実践の両輪を積極的に教える必要性や履修した学生がその力を発揮できるような地位の向上が

早急に求められている。

○ アートマネジメントは、まだ市民権を得ていない。アートマネジメントに関わる人材に現在欠けて

いる知識、行動は経営、会計をはじめとする一般的な組織運営上の知識及び一般社会での行動常識と

思料する。このため、３年程度の一般企業での職務経験を経て、アートマネジメントの基礎を体得し

てから現場で活躍するのが望ましい。

○ 文化施設の自主企画事業（特に人材育成）に対する助成の充実・強化をすべき。

○ アートマネジメントには、行政サービスの一部分として捉えた文化施設等の運営、もう一つは民間

の芸術団体の支援の方策である。民間芸術団体の場合は、入場料収入の確保や資金集めである。この

ことは大学を含めた学校教育で教育することは不可能である。実際の活動の中でノウハウを学ばなけ

ればならない。アートマネジメントを学ぶ人材をどうやって見つけるか、彼らの学習期間の経費負担

などが議論されるべき。

○ 地方の小都市では自主的な芸術公演は難しいのでアートマネジメントのスタッフの確保はできない

のが現状である。

○ 文化施設は、地域の文化状況を反映しているため、このアンケートを基礎にヒアリングを実施した

ほうが良い。

○ 人材育成を行うための安定的な環境の整備が必要である。人材育成プログラムを構築していくため

には、文化施設における指定管理者制度の不具合や問題を解決しないことには、その取り組みは難し

いといえる。この問題は、地域リーダーを育成していく上で大きい障壁である。

○ 指定管理者制度により文化ホールが運営される場合は、３年或いは５年程度の管理期間終了後、次

の指定期間の選定の際、管理を行えなくなるという可能性があることから、長期的展望に立った企画

の立案、事業実施や人材の確保・育成が非常に困難。

また、制度導入の際には、経費削減の側面が大きくクローズアップされ、実際に管理料も従前の管

理委託等に比較し大幅に減額された。更に、自治体からの人的支援も打ち切られる等、施設運営の環

境は非常に悪化しているのが文化会館を取り巻く環境である。このため、文化会館としての「アート

マネジメント人材の育成と活用」への取り組みが困難な状況にある。

２ 実演団体

○ 「文化と経済」は国家の両輪であり、真に知的文化力のある国づくりこそ、豊かな未来と国際的信

頼をつくる原動力となる。アートは子どもの時から、そして学生にはこれまでの体験を伝え、世のた

めに志を高く生きていくことを教えていただきたいと日々取り組んでいる。このようなアンケート調

査は、何か光が少し射してきたのかと嬉しく感じている。

○ アートマネジメントの仕事は非常に多様性がある。大切なことは「芸術」そのものに奉仕する能力
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である。これは一つの才能であって学べるものではない。一般的にこうした学部が大学等にできるこ

と自体疑問が残り、まして、国からの資格等は意味がない。ただ、文学、芸術、音楽、映像等広い知

識と興味を持つ能力。それを持続できる精神力をそなえること。語学（英語、フランス語等）と経理

はできた方がよい。

○ 日々の活動の中で学び、その積み重ねの中で現在があるので、当団体独自のアートマネジメントが

あり、一般的なマニュアルは通用しないと思う。

○ アートマネジメント人材の育成は重要であると考える。日本における現在の芸術団体の状況を考え

ると、先ず第一に芸術団体の基盤強化が行われなければ、アートマネジメント人材を育成しても実務

が伴わないといえる。アートマネジメント人材には、多くの現場経験が最重要と考える。

○ 真の芸術が判る人がこの職種につくべきだ。単なる営業マン、学者では務まらない。

○ アートマネジメントの重要さを認識すると、本物のアートマネジメントを知っている人が教育の立

場にいないのは問題。外国に何年住んでいた、資格がある、語学が得意、これらが何の役にも立たな

いということを知るべきだと思う。

○ 小・中・高の芸術教育に、アートマネジメントの存在を知らせる創造、発信できる感性を持った教

育者が欲しい。

○ 行政窓口、公営の文化施設の現場で担当者が次々に異動すると、また、ゼロからの話し合いになる

ので、慣れた人が長くその場所にいると有り難い。

○ 公共ホールの職員が異動しないような専門家の配置を検討してもらいたい。

○ 貧しい劇団（当方含む）は、アートマネジメントに関わる現在の状況をただちに理解できるノウハ

ウ、データのアーカイブを構築して、全体がそれを共有できるシステム、方法を開発してもらいたい

といつも思っている。

○ 職員の選考方法について、舞台制作のすべてを把握し、企画・立案・プロデューサーなどを行うに

は、１０年以上の舞台経験が必要であると考えるので、劇団員の中から人材を選考している。

○ 伝統音楽は危機的状況にある。演奏家のごく一部のほかは生活できない。国の文化政策に百年の計

を望みます。

○ 能楽については、専門的な知識がある程度必要であることから、マネジメントスタッフは関西にお

いてほとんどいない状態。能楽師自らが企画主催している場合が多く、広く普及していくにはプロデ

ューサーやマネジメントがもっと必要。

○ 職員有りが前提ではなく、職員雇用の財力が無く会員相互が協力して作り上げている協 会が少な

くない。専門職員がいない団体では、伝統芸能、日本古来の芸能が消える心配がある。

３ ＮＰＯ法人

○ 本来 「アートマネジメント」とは網の目のように張り巡らせられたシステムであり、単に人材育、

成や資格のための教育機関の拡充だけでは、文化の欠落を起源とする諸問題の解決には決して至らな

い。必要なのは、民間の活力を用いつつも市場原理に偏らない「非営利の文化産業市場」活性に向け

た「ソフトに重点を置いた公共事業スキーム」の開発など、国をあげての文化振興戦略が必要。

○ 公共文化施設を所管する立場の行政職員のアートマネジメントに対する認識の向上が必要で、数年

、 、単位で入れ替わる行政職員と協働するためには 行政側に文化施設側と同等の認識と情熱を持つ人材

決定権限を持つ行政職員など、これらの人材がいる無しで、その自治体の文化振興が将来的に明るい

かどうかにつながると思う。また、全国的に自治体単位で文化事業にかける予算の縮減が進んでいる

と思う。昨今の暗いニュースを聞くにつけ、特に子どもたちの成長に何が必要なのか、を真剣に考え

る必要を感じ、文化、教育、福祉との協働を進めることにより、他人を思いやる優しく豊かな心を持

った人間形成につながると考えます。海外では「クリエイティブ・パートナーシップ」のような取り

組みを行い、成績向上・意識の向上などの成果を挙げていると聞きます。日本においても、是非、予

算化をして文化と教育、福祉をつなげる取り組みをより一層推進してほしい。

○ 地域の中でアートが果たす役割は重要であるとの設問にとても共感するところであるが、そういっ

た場を支える人材のおかれている状況は厳しいものである。このことは、大変重要な問題である。こ

の問題の解決方法として有効なのは 「意味と予算のある現場」が増えることなのではないか。その、

ためにも、国をあげての地域文化振興の構造改革が必要。

○ 中心市街地の空洞化克服を含めて、我が国でもアートでまちづくりの時代の到来と考える。地元に
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ある歴史と資産をアートの視点から捉え直し、フランスのナント市のように、市民参加と行政との協

働のまちづくりや産業おこしをすべき。

○ 地方の足下は様々な「文化の欠落」を起源とした問題に喘いでいる。いまだ地方行政の施策は「経

済の発展」ですべての解決が図れるかのようにスクラップ＆ビルドを繰り返し、また芸術文化の専門

性の低さにより付け焼き刃的事業の「委託契約」の機会を活用し、きちんとした権限委譲もない中、

行政が求める成果と社会が求める実質的な成果の両立を目指し、苦戦しているのが実態である。

○ 全国各地の文化施設等には、恐らく熱い想いを抱きつつ施設所管の行政側の視点、認識の低さによ

り、その考えが生かされず、埋没を余儀なくされている人材が数多く存在するのではないか。この人

材を掘り起こし、各自治体単位ででも適材適所に配することで国の文化施策がより生かされるのでは

ないか。同時に、都道府県単位、特に地方の道・県単位での「アートマネジメント」研修会を定期的

に実施し、行政の文化担当局職員を含めた研修機会の創出を希望する。

○ 地方ではアートマネジメント人材に乏しいため、文化行政で投入した資源があまり有効に効果を生

んでいないように思います。投入した資源が効率的な成果につながるように、優秀なアートマネジメ

ント人材を育て、継続して活動できる場をつくることこそが、現時点での最優先課題だと考えます。

○ 芸術文化の支援拠点に多様性があるのは首都圏や関西圏に限られている。地方に行くほど支援拠点

、 。の数は減り 最終的にはアートマネジメント人材と呼べる人材もいないような地域がほとんどである

○ 基本的なインフラの整備が整った今こそ「公共事業のハードからソフトへの移行」を国をあげて進

めてもらいたい。具体的には英国を例とする行政とは独立した民間専門組織「アーツカウンシル」の

ような恒常的に調査、企画立案、ロビー活動を行う組織が一定の権限のもとに設立され、全国的につ

ながることで、これまで分離していた美術館などの行政文化施設と非営利の民間施設とがともにシス

テムとして機能することとなる。これにより、地域文化にまつわる人材を育てるための「非営利の文

化産業市場」が生まれ、より確かな土壌をつくることになると思う。

○ アートマネジメント人材は、施設や企画の規模、職責に応じて、適切な年収になるような人件費単

価の設定が必要ではないか。キャリアのステップアップをある程度明確に見える形にしておくことは

人材を確保するために欠かせないと思う。政府機関がある程度の数字を示せば、自治体の文化行政担

当部署も財政担当部署に対して予算の根拠が示しやすい。

○ 行政の文化振興担当部署では、定期異動の制度があるため、専門職としてのアートマネジメント人

材を育成することは難しい。

○ アートマネジメントという言葉が一人歩きし、カタカナ職業のようにもてはやされている現状の改

善。アートマネジメントは下支え業務であることの認識強化が必要。

。 。 、 。○ アートセラピー等資格制度の検討を行って欲しい 地域での実施 働く場として 確立して欲しい

○ アートマネジメント人材にとって、もっとも重要で専門性が高い資質は芸術表現やアーティストと

、 、 ， 。 、いう人種に対する理解見識であり これは 4 5年では育成できない 地域の舞台芸術の状況を知り

。 、適切な施策を打てるような人材を育成するためには10年はかかる 通常の企業にあるマーケティング

広報、営業、渉外、資金調達という業務のスキルはアートマネジメント人材にも必要なスキルである

が、この理解見識の上にない限りは、アートマネジメント人材というよりは事務員に過ぎない。

４ 大学・大学院、専門学校

○ 国の政策としてアートマネジメントの人材を育成することはきわめて重要である。アートマネジメ

ント関連の国家資格制度を早期に実現して欲しい。

○ 舞台芸術の振興を目的とした国や行政の働きが欲しい。舞台作品を観る機会が今の日本には足りな

い。舞台芸術作品を日常的に観ることが増えると、おのずから作品の振興につながる。ヨーロッパ等

は学校教育などで子どもの頃から身近に感じられる。

○ 行政機関によるアート支援活動は 「アートをどのように位置づけるか」という基本的な問題を解、

決しないままに行われているように思える。地方自治体のからむアートマネジメント関連の活動も同

様で、アートに対する基本的認識を議論・確認することなく、結局は「参加者が盛り上がればいい」

という程度の意識を持って行われているのではないか。こうした情況で我が国にアートマネジメント

の必要性を広く認識させることは困難であろうと思われる。問題の解決のためには、日本の社会がア

ートとどのように向き合い、アートをどのように生活の中に位置づけるかを明確にしようという批判

的な態度が不可欠であるし、その前段階として、アートを評価する感性・審美眼を育成することが前
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提となる。行政が影響力を発揮できる教育現場において、アート（音楽、美術等）の重要性を生徒・

学生たちに適切に認識させることが、解決の糸口になろう。

○ 芸術の創造、教育、分配（マネジメント）を経験する中で、マネジメントに関わる人材養成を進め

るために、産官学の連携の必要性を感じている。芸術が創造され、鑑賞されて社会的営みとして成立

する要素を全て経験している中で、常に現場での実践を重視した教育を心がけています。創造現場に

従事する者は、寡黙な方が多く時間に追われて仕事を遂行する事を最優先します。そういう意味で創

造現場のプロの方の意見が反映されなければ、アートマネジメントに関わる人材育成は現場とはかけ

離れたものとなってしまう。様々な協議の場に実演家を参加させることを希望する。

○ アートマネジメントと言っても、現在のところ単なる呼び産業に近いところから、もっとラディカ

ルな文化創成に関わる立場まで、そのとらえ方は様々であるように見受けられる。まずは、アートマ

ネジメントという領域とその学を確立していくことが急務であろう。

○ 本学でも「アートマネジメント」という科目を置き、他にも演習活動の一環として、ミニギャラリ

ーを用いて、学生の企画で展示など実施している。しかし、アートマネジメントという言葉自体が普

及していないので、履修者も増えない。また、卒業生の進路としても、就職が無く魅力が薄いのでは

ないか。

○ アートマネジメントの人材育成には、専門諸領域の幅広い知識が前提として必要であり、それに実

務経験を加えることで初めて可能となる。そのため、欧米では、かつては学部で行われてきたことも

あったが、現在では、殆ど大学院の教育プログラムへ移行している。我が国では今後はその方向が追

求されるべきである。間違っても、学部の資格課程（例えば、学芸員課程）のような形はとるべきで

はない。

○ アートマネジメントやアートプロデュースに関連した人材育成を学芸員課程の中で幅広く受け入

れ、資格化し、養成できれば芸術制作の領域を広げられるとともに、多くの人々に的確なアプローチ

が可能になるのではないか。

○ 学生に学習する機会は与えられているが、次のアートマネジメントの担い手を育てるという観点で

考えると、誰かに教えるという機会が全く不足している。教えることは最大の学習機会であり、学習

の財産であるといえるのではないか。

○ 専門学校という立場から、現場スタッフの育成に注力している。ディレクター、マネジメント職は

総合性が求められ、２年という期限ではカリキュラム体系が作れない。

○ アートマネジメントには興味があり、日本にとって必要な人材と考えているが、本学では教員確保

に対して、また、施設に関しても負担が多すぎる。

○ アートマネジメント講座を置く大学に法的・財政的支援をお願いしたい。

○ 日本古来の音楽文化も大切であるが、新しい音楽文化にも積極的に目を向けてもらいたい。音楽産

業の発展は劇場・ホールの催し物の開催に繋がります。音楽・文化の幅広い啓発活動や優遇措置を期

待します。

○ アートマネジメントというと一般的に芸術に関わる業務遂行者と捉えがちで、助成システムや税制

・運営上の問題に重点がおかれている感が強い。しかし、これからのアートマネジメントは業務も大

切であるが、日本の芸術創造の方向性を模索し、芸術家の良きリーダーシップがとれるような創造面

を理解し得るアートマネジメント者育成を目指す方策をもっと前向きに考慮して欲しい。そのために

も文化庁の関係者が各領域の芸術に積極的に触れ、芸術界の現状や動向を自ら理解を深めてほしい。
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ッ
ク

）
講

演
、

事
例

発
表

等
：

関
東

甲
信

越
の

例
）

講
演

「
指

定
管

理
者

制
度

導
（

入
後

１
年

を
経

過
し

て
の

現
況

に
つ

い
て

｣
､
提

出
議

題
の

協
議

｢
指

定
管

理
者

各
2
～

4
日

5
5
2
名

参
加

導
入

後
の

有
効

な
経

費
削

減
策

と
収

益
性

の
向

上
策

」
､
事

例
発

表
｢
地

域
に

お
間

け
る

公
立

文
化

施
設

の
連

携
と

役
割

分
担

及
び

住
民

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
」

市
区

町
村

東
京

都
港

区
「

ア
ー

ト
・

マ
ネ

ジ
メ

文
化

芸
術

に
よ

り
多

く
の

人
○

ア
ー

ト
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

講
座

(
公

開
講

座
)
：

文
化

芸
術

を
よ

り
多

く
の

人
ン

ト
講

座
」

が
触

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

に
触

れ
て

も
ら

う
た

め
の

必
要

な
知

識
（

文
化

芸
術

の
運

営
や

企
画

な
ど

）
区

内
在

住
、

在
文

化
芸

術
の

創
り

手
と

受
を

テ
ー

マ
と

す
る

。
3
日

間
4
0
0
名

（
定

員
）

勤
、

在
学

の
者

「
」

「
け

手
」

と
を

つ
な

ぐ
た

め
の

人
『

オ
ー

ボ
エ

と
の

「
時

間
(
と

き
)

』
(
通

年
)

」
材

の
育

成
を

目
的

と
し

て
開

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

の
思

い
と

聴
衆

の
願

い
と

を
結

ぶ
ア

ー
ト

･
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
催

。
音

楽
や

演
劇

等
の

上
演

系
○

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
講

座
(
入

門
講

座
)

講
座

と
絵

画
や

工
芸

等
の

展
示

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

専
門

性
を

深
め

る
た

め
、

音
楽

や
演

劇
等

の
上

演
系

の
系

統
別

の
入

門
講

座
・

ワ
系

と
絵

画
や

工
芸

等
の

展
示

系
の

系
統

別
の

講
座

を
開

催
区

内
在

住
、

在
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

、
広

く
ア

ー
・

上
演

系
「

広
が

る
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
地

平
「

コ
ン

サ
ー

ト
の

制
3
日

間
各

8
0
名

（
定

員
）

勤
、

在
学

で
3
回

」
、

ト
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
領

域
に

作
～

よ
い

音
楽

を
よ

り
多

く
の

人
に

～
「

イ
ベ

ン
ト

運
営

に
お

け
(
通

年
)

通
し

て
受

講
で

」
、

触
れ

る
た

め
の

公
開

講
座

を
開

る
リ

ス
ク

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

き
る

者
「

」
、「

」
、

催
。

・
展

示
系

美
術

館
の

ゆ
く

え
芸

術
活

動
運

営
の

た
め

の
著

作
権

知
識

（
慶

應
義

塾
大

学
ア

ー
ト

・
セ

「
ア

ー
ト

が
つ

く
る

新
し

い
ア

ソ
シ

エ
ー

ト
の

か
た

ち
」

ン
タ

ー
と

協
働

開
催

）
○

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
講

座
(
実

習
(
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

)
)

公
開

講
座

・
入

門
講

座
修

了
者

の
中

か
ら

希
望

者
を

選
抜

し
、

実
践

的
な

内
入

門
講

座
修

了
容

を
含

む
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
上

演
系

・
展

示
系

の
系

統
別

に
実

施
各

5
回

各
1
5
名

（
定

員
）

者
の

中
か

ら
希

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

参
加

者
は

、
将

来
設

置
予

定
の

文
化

芸
術

サ
ポ

ー
タ

ー
望

者
を

選
抜

に
登

録
、

区
内

で
展

開
す

る
事

業
の

運
営

に
協

力
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種
別

実
施

機
関

名
事

業
名

事
業

趣
旨

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
研

修
期

間
参

加
者

数
・

定
員

対
象

者
市

区
町

村
茨

城
県

取
手

市
Ｔ

Ａ
Ｐ

塾
取

手
市

、
市

民
、

東
京

藝
術

○
Ｔ

Ａ
Ｐ

の
企

画
運

営
：

Ｔ
Ａ

Ｐ
実

施
本

部
で

の
運

営
作

業
分

担
、

運
営

会
議

大
学

の
三

者
が

共
同

で
実

施
し

へ
の

出
席

、
市

民
と

共
に

ア
ー

ト
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
を

実
践

て
い

る
取

手
ア

ー
ト

プ
ロ

ジ
ェ

○
講

演
：

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
一

般
的

な
知

識
を

Ｔ
Ａ

Ｐ
で

の
実

ク
ト

(
Ｔ

Ａ
Ｐ

)
の

ア
ー

ト
マ

ネ
践

に
結

び
付

け
な

が
ら

学
習

通
年

6
5
名

参
加

制
限

な
し

ー
ジ

ャ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
○

キ
ュ

ー
レ

ー
シ

ョ
ン

：
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

－
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
選

定
や

プ
ロ

グ
「

Ｔ
Ａ

Ｐ
塾

」
と

し
て

実
施

。
ラ

ミ
ン

グ
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

と
共

に
作

品
制

作
○

情
報

発
信

・
交

流
事

業
「

Ｔ
Ａ

Ｐ
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
の

企
画

運
営

市
区

町
村

静
岡

県
浜

松
市

浜
松

市
ア

ク
ト

シ
テ

ィ
音

楽
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

・
運

○
専

門
家

に
よ

る
コ

ン
サ

ー
ト

企
画

開
催

に
お

け
る

基
礎

知
識

や
手

続
き

な
ど

音
楽

院
主

催
者

養
成

セ
営

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
の

講
座

に
加

え
、

実
際

に
受

講
生

自
身

で
コ

ン
サ

ー
ト

を
企

画
立

案
し

、
当

高
校

生
以

上
ミ

ナ
ー

と
を

目
的

と
し

て
「

主
催

者
養

日
の

運
営

ま
で

を
実

体
験

簡
単

な
コ

ン
サ

成
セ

ミ
ナ

ー
」

を
開

催
。

「
コ

ン
サ

ー
ト

の
基

礎
知

識
「

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

は
「

企
画

1
1
日

間
1
5
名

（
定

員
）

ー
ト

を
企

画
し

」
、

」
、

を
考

え
る

「
印

刷
の

し
く

み
「

メ
セ

ナ
と

は
「

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
て

み
た

い
者

」
、

」
、

」
、

に
つ

い
て

「
著

作
権

に
つ

い
て

「
税

金
に

つ
い

て
「

コ
ン

サ
ー

ト
」
、

」
、

」
、

開
催

に
向

け
て

「
コ

ン
サ

ー
ト

開
催

「
反

省
と

ま
と

め
」

」
、

」
、

市
区

町
村

宮
崎

県
宮

崎
市

市
民

文
化

創
造

人
材

育
市

民
が

多
様

な
ニ

ー
ズ

や
ジ

講
座

前
半

は
、

文
化

芸
術

を
よ

り
多

く
の

人
に

触
れ

て
も

ら
う

た
め

の
必

要
市

内
在

住
、

在
成

事
業

「
ア

ー
ト

マ
ネ

ャ
ン

ル
に

と
ら

わ
れ

な
い

文
化

な
知

識
を

、
実

際
の

事
例

等
か

ら
運

営
や

企
画

に
つ

い
て

学
習

。
後

半
は

、
受

勤
、

又
は

市
内

ジ
メ

ン
ト

、
は

じ
め

の
芸

術
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
、

市
講

生
に

よ
る

事
業

実
施

を
念

頭
に

、
よ

り
実

践
的

な
内

容
に

つ
い

て
講

師
の

ア
で

活
動

す
る

団
一

歩
」

講
座

民
と

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

を
つ

な
ぐ

ド
バ

イ
ス

を
受

け
な

が
ら

企
画

・
立

案
に

取
り

組
む

。
同

時
に

、
実

際
の

現
場

8
日

間
2
0
名

（
定

員
）

体
に

所
属

し
て

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
か

の
サ

ポ
ー

ト
と

し
て

参
加

・
体

験
。

(
通

年
)

い
る

大
学

生
以

ら
、

各
種

文
化

芸
術

イ
ベ

ン
ト

上
の

者
。

文
化

を
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
し

て
い

く
人

講
演

・
実

地
研

修
：

文
化

・
芸

術
を

と
り

ま
く

環
境

に
つ

い
て

「
プ

ロ
芸

術
に

関
す

る
「

」
、

材
の

支
援

を
目

指
し

た
講

座
を

デ
ュ

ー
サ

ー
の

仕
事

「
仕

掛
け

と
集

客
「

実
際

の
事

業
計

画
(
１

)
「

音
催

し
の

企
画

、
」
、

」
、

」
、

開
講

。
楽

ウ
ィ

ー
ク

『
ザ

ハ
ー

ル
・

ブ
ロ

ン
・

コ
ン

サ
ー

ト
「

実
際

の
事

業
計

画
運

営
に

興
味

の
』
」
、

(
２

)
「

市
民

プ
ラ

ザ
コ

ン
サ

ー
ト

「
実

際
の

事
業

計
画

(
３

)
」

あ
る

者
。

年
間

」
、

」
、

を
通

し
て

受
講

で
き

る
者

、
公

立
文

化
横

浜
市

神
奈

川
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

地
域

の
芸

術
文

化
振

興
の

た
○

講
演

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

：
貸

し
館

利
用

者
施

設
区

民
文

化
セ

ン
講

座
～

「
表

方
」

の
お

め
、

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

主
に

地
域

住
民

を
対

象
に

、
コ

ン
サ

ー
ト

や
演

劇
の

ス
テ

ー
ジ

で
実

際
に

お
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
タ

ー
(
か

な
っ

仕
事

～
力

を
持

っ
た

人
材

を
育

成
す

客
様

と
対

応
す

る
「

表
方

」
ス

タ
ッ

フ
に

ス
ポ

ッ
ト

を
当

て
「

ど
う

し
た

ら
1
日

間
2
4
名

参
加

メ
ン

ト
に

興
味

、
く

ホ
ー

ル
)

る
。

お
客

様
に

ご
満

足
い

た
だ

け
る

公
演

に
な

る
の

？
「

手
伝

い
に

来
ら

れ
た

方
が

あ
る

者
」
、

へ
何

を
伝

え
た

ら
よ

い
の

？
「

表
方

の
業

務
を

円
滑

に
進

め
る

に
は

ど
こ

に
」
、

気
を

つ
け

れ
ば

い
い

の
？

」
な

ど
に

つ
い

て
、

実
際

に
公

演
に

使
用

す
る

資
料

を
使

い
な

が
ら

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

で
コ

ン
サ

ー
ト

の
表

方
の

業
務

を
体

験
し

て
学

ぶ
。

公
立

文
化

横
浜

市
栄

区
民

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
市

立
公

立
ホ

ー
ル

史
上

最
年

○
「

勝
つ

提
案

か
ら

克
つ

運
営

へ
－

優
秀

提
案

を
優

れ
た

運
営

に
つ

な
げ

る
た

施
設

文
化

セ
ン

タ
ー

講
座

リ
リ

ス
予

備
校

少
館

長
が

、
経

験
と

ネ
ッ

ト
ワ

め
に

－
」

「
」

「
リ

リ
ス

」
ー

ク
を

駆
使

し
、

使
え

る
文

化
講

演
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
：

基
調

講
演

「
公

立
文

9
日

間
3
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

ホ
ー

ル
職

員
・

ア
ー

ト
マ

ネ
ー

化
施

設
を

取
り

巻
く

環
境

変
化

と
展

望
「

優
秀

提
案

書
を

読
む

「
施

設
」
、

」
、

ジ
ャ

ー
を

養
成

す
る

。
運

営
を

読
み

込
む

「
文

化
事

業
を

読
み

込
む

「
提

案
か

ら
実

現
へ

の
橋

」
、

」
、

渡
し

「
提

案
と

実
践

－
施

設
の

現
状

を
踏

ま
え

て
「

リ
リ

ス
提

案
書

を
」
、

」
、

書
く

「
提

案
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

①
、

②
」

」
、
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種
別

実
施

機
関

名
事

業
名

事
業

趣
旨

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
研

修
期

間
参

加
者

数
・

定
員

対
象

者
公

立
文

化
世

田
谷

文
化

生
パ

ブ
リ

ッ
ク

シ
ア

タ
ー

公
共

劇
場

の
運

営
に

携
わ

っ
(
１

)
６

名
を

対
象

と
し

た
研

修
舞

台
芸

術
の

制
施

設
活

情
報

セ
ン

タ
の

た
め

の
ア

ー
ツ

マ
ネ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
方

○
講

座
Ａ

：
概

論
、

Ｂ
：

劇
場

運
営

、
Ｃ

：
公

共
圏

に
お

け
る

劇
場

、
作

・
劇

場
勤

務
ー

（
世

田
谷

パ
ジ

メ
ン

ト
研

修
々

の
た

め
の

ア
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
Ｄ

：
創

造
の

現
場

6
名

参
加

等
の

経
験

者
、

ブ
リ

ッ
ク

シ
ア

ン
ト

研
修

。
前

年
度

公
募

に
よ

○
実

務
研

修
：

劇
場

管
理

フ
ロ

ン
ト

ス
タ

ッ
フ

貸
館

業
務

施
設

管
理

1
0
ヶ

月
(
研

修
部

分
は

有
ま

た
は

企
業

勤
（

、
、

）
、

タ
ー

り
決

定
し

た
６

名
を

対
象

に
実

教
育

普
及

（
区

内
小

中
学

校
で

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
劇

場
ツ

ア
ー

、
夏

給
)

務
経

験
者

で
舞

施
す

る
。

1
0
ヶ

月
に

わ
た

る
少

休
み

子
ど

も
ワ

ー
ク

シ
ョ

プ
、

制
作

の
現

場
（

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
に

つ
台

芸
術

へ
の

転
）

数
精

鋭
の

研
修

を
通

じ
、

公
共

い
て

2
ヶ

月
程

度
の

現
場

研
修

）
職

希
望

者
で

社
劇

場
の

運
営

方
針

や
プ

ロ
グ

ラ
○

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
：

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
、

舞
台

芸
術

界
に

お
け

る
さ

ま
ざ

ま
な

時
会

経
験

1
年

以
上

ム
の

企
画

・
デ

ィ
レ

ク
シ

ョ
ン

評
を

検
討

の
者

。
を

立
て

て
い

け
る

よ
う

な
人

材
○

相
談

役
サ

ポ
ー

ト
：

研
修

生
毎

に
、

一
週

間
に

一
度

、
制

作
部

ス
タ

ッ
フ

が
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
企

画
発

表
修

了
論

文
の

作
成

の
際

の
ア

ド
バ

イ
ス

る
。

こ
れ

ま
で

世
田

谷
パ

ブ
リ

○
企

画
発

表
：

研
修

生
が

パ
ブ

リ
ッ

ク
シ

ア
タ

ー
に

向
け

た
企

画
を

発
表

ッ
ク

シ
ア

タ
ー

が
創

造
す

る
劇

○
修

了
論

文
発

表
場

と
し

て
培

っ
て

き
た

「
実

践
(
２

)
一

般
向

け
研

修
（

６
名

も
受

講
）

的
な

現
場

の
ノ

ウ
ハ

ウ
」

と
、

○
「

日
本

の
公

共
劇

場
と

は
何

か
？

」
舞

台
芸

術
に

対
す

る
哲

学
を

得
講

演
：

公
共

劇
場

の
芸

術
監

督
：

公
共

劇
場

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

「
公

共
劇

5
日

間
4
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

「
」
、

て
い

く
た

め
の

「
座

学
」

の
両

場
と

地
方

自
治

体
と

の
関

係
「

公
共

劇
場

を
規

定
す

る
法

律
「

文
化

政
」
、

」
、

方
が

バ
ラ

ン
ス

よ
く

学
べ

る
研

策
か

ら
み

た
公

共
劇

場
「

公
共

劇
場

の
歴

史
」

」
、

修
環

境
を

提
供

。
○

「
公

共
劇

場
の

運
営

」
講

演
：

公
共

劇
場

の
特

色
日

本
の

公
共

劇
場

世
界

の
公

共
劇

場
5
日

間
3
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

「
」
、「

」
、「

」
、

「
地

域
に

と
っ

て
の

公
共

劇
場

「
こ

れ
か

ら
の

公
共

劇
場

」
」
、

○
「

公
共

劇
場

の
運

営
－

世
田

谷
パ

ブ
リ

ッ
ク

シ
ア

タ
ー

を
事

例
に

」
講

演
：

劇
場

運
営

・
ソ

フ
ト

(
学

芸
制

作
)

「
劇

場
運

営
・

ハ
ー

ド
(
施

「
」
、

設
・

雇
用

費
)
、

地
方

自
治

体
と

の
関

係
、

予
算

の
立

て
方

「
フ

ァ
ン

ド
レ

5
日

間
3
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

」
、

イ
ジ

ン
グ

(
メ

セ
ナ

民
間

相
手

公
共

相
手

)
事

業
収

入
事

業
支

出
(
主

」
、

」
、「

、
催

･
提

携
･
貸

館
)

「
今

後
の

公
共

劇
場

に
つ

い
て

」
」
、

○
「

舞
台

芸
術

と
著

作
権

・
契

約
／

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

！
５

日
間

」
講

演
：

著
作

権
(
１

)
：

基
礎

編
著

作
権

(
２

)
：

実
践

編
契

約
(
１

)
5
日

間
6
0
名

（
定

員
）

舞
台

芸
術

の
仕

「
」
、「

」
、「

：
基

礎
編

「
契

約
(
２

)
：

実
践

編
「

現
場

必
携

、
５

つ
の

ト
ピ

ッ
ク

」
事

経
験

者
」
、

」
、

○
「

公
共

劇
場

に
お

け
る

観
客

創
造

」
講

演
（

公
共

劇
場

の
観

客
層

を
ど

の
よ

う
に

捉
え

、
増

や
し

て
い

く
か

を
、

5
日

間
2
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

受
講

生
参

加
型

で
行

う
実

践
講

座
）

○
「

公
益

法
人

改
革

で
何

が
変

わ
る

の
か

」
講

演
（

第
1
回

：
現

状
の

公
益

法
人

制
度

を
俯

瞰
し

、
そ

の
問

題
点

を
明

ら
か

に
し

た
う

え
で

、
改

革
の

趣
旨

や
ね

ら
い

を
解

説
。

第
2
回

：
税

制
を

2
日

間
3
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

含
め

た
新

し
い

制
度

を
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
と

も
対

比
し

な
が

ら
検

討
し

、
芸

術
文

化
セ

ク
タ

ー
に

与
え

る
イ

ン
パ

ク
ト

に
つ

い
て

考
え

る
）

○
「

公
共

圏
と

し
て

の
劇

場
－

劇
場

空
間

の
可

能
性

」
「
「

」
「

」
、

講
演

：
公

共
の

演
劇

へ
の

導
線

の
い

く
つ

か
－

民
衆

演
劇

の
歴

史
共

同
体

、
あ

る
い

は
、

公
共

圏
、

差
異

と
同

一
性

。
日

本
と

主
に

フ
ラ

ン
ス

の
5
日

間
2
5
名

（
定

員
）

制
限

な
し

場
合

を
引

き
較

べ
な

が
ら

「
現

わ
れ

の
空

間
」

と
し

て
の

公
共

圏
「

演
」
、

「
」
、

「
劇

王
国

」
ド

イ
ツ

の
公

共
劇

場
制

度
－

そ
の

歴
史

と
現

在
「

劇
場

の
コ

ス
モ

」
、

ロ
ジ

ー
と

そ
の

「
外

部
「

演
劇

の
内

と
外

に
あ

る
「

社
会

」
」
」
、

」
○

「
地

域
社

会
と

芸
術

－
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

に
基

づ
い

て
」

講
演

：
ア

ー
ト

に
よ

る
地

域
活

性
化

「
創

造
都

市
横

浜
、

そ
し

て
Ａ

Ａ
3
日

間
2
5
名

（
定

員
）

制
限

な
し

「
」
、

Ｆ
地

域
創

造
「

創
造

実
験

都
市

～
新

し
い

都
市

づ
く

り
の

構
想

～
」

」
、
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種
別

実
施

機
関

名
事

業
名

事
業

趣
旨

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
研

修
期

間
参

加
者

数
・

定
員

対
象

者
○

「
舞

台
芸

術
／

史
論

」
講

演
：

Ａ
コ

ー
ス

演
出

家
「

演
出

家
の

役
割

－
舞

台
芸

術
と

社
会

を
つ

な
ぐ

、
Ｂ

コ
ー

ス
劇

言
語

「
劇

言
語

〉
の

オ
ン

ト
ロ

ジ
ー

－
い

ま
「

戯
曲

」
6
日

間
2
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

」
〈

、
は

ど
こ

ま
で

自
明

か
？

、
Ｃ

コ
ー

ス
舞

踊
「

コ
ン

テ
ン

ポ
ラ

リ
ー

ダ
ン

ス
の

」
情

況
「

戦
後

日
本

の
身

体
と

舞
踏

－
社

会
と

の
関

わ
り

を
め

ぐ
っ

て
」

」
、

○
「

制
作

の
仕

事
」

講
演

：
世

田
谷

パ
ブ

リ
ッ

ク
シ

ア
タ

ー
の

ダ
ン

ス
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
舞

台
「

」
、

芸
術

の
制

作
－

コ
ン

テ
ン

ポ
ラ

リ
ー

ダ
ン

ス
を

中
心

に
－

「
舞

台
芸

術
の

制
4
日

間
3
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

」
、

作
－

演
劇

を
中

心
に

「
国

際
共

同
製

作
作

品
の

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

」
」
、

○
「

学
芸

の
仕

事
」

講
演

：
世

田
谷

パ
ブ

リ
ッ

ク
シ

ア
タ

ー
の

学
芸

が
目

指
し

て
き

た
こ

と
、

「
」

ド
ラ

マ
ト

ゥ
ル

ク
の

作
業

劇
場

と
学

校
を

つ
な

ぐ
普

及
活

動
を

巡
っ

て
4
日

間
3
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

「
」
、「

」
、

「
地

域
に

根
ざ

し
た

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

向
け

て
」

「
」
、

」
、

、
公

立
文

化
北

九
州

芸
術

劇
北

九
州

芸
術

劇
場

「
劇

地
域

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
の

た
○

講
座

：
企

画
を

考
え

る
「

予
算

：
資

金
と

人
は

ど
う

す
る

？
「

作
品

高
校

生
以

上
で

施
設

場
場

塾
」

め
、

演
劇

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

づ
く

り
の

流
れ

「
チ

ケ
ッ

ト
は

ど
う

や
っ

て
売

る
？

「
上

演
：

作
品

演
劇

制
作

経
験

」
、

」
、

演
劇

人
の

為
の

ア
ー

ツ
リ

ー
ダ

ー
や

劇
場

外
活

動
の

リ
と

観
客

の
出

会
い

「
戯

曲
を

読
む

「
上

演
に

向
け

て
「

ま
と

め
」

8
日

間
1
0
名

（
定

員
）

の
あ

る
者

、
こ

」
、

」
、

」
、

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
講

座
ー

ダ
ー

、
劇

場
運

営
ボ

ラ
ン

テ
れ

か
ら

制
作

を
-
H
o
w

t
o
｢
演

劇
制

作
｣
-

ィ
ア

の
リ

ー
ダ

ー
等

と
し

て
、

目
指

す
者

｢
舞

台
｣
・

｢
客

席
｣
と

地
域

を
結

び
つ

け
る

リ
ー

ダ
ー

を
育

成
す

る
。

公
立

文
化

熊
本

県
立

劇
場

舞
台

芸
術

制
作

セ
ミ

ナ
県

民
の

舞
台

芸
術

に
対

す
る

○
講

演
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

公
演

の
実

施
等

施
設

ー
～

実
践

編
～

関
心

と
創

造
意

欲
が

高
ま

っ
て

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ゲ
ー

ム
「

演
劇

制
作

の
流

れ
「

舞
踊

と
い

」
、

」
、

い
る

中
で

、
地

域
の

公
共

ホ
ー

う
世

界
「

体
験

！
ダ

ン
ス

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
「

演
奏

家
と

観
客

と
の

新
」
、

」
、

ル
に

お
い

て
行

わ
れ

る
創

作
活

し
い

関
係

「
企

画
書

の
書

き
方

「
公

演
の

制
作

を
体

験
し

よ
う

！
「

制
」
、

」
、

」
、

動
を

サ
ポ

ー
ト

で
き

る
人

材
を

作
会

議
①

「
広

告
と

デ
ザ

イ
ン

「
制

作
会

議
②

「
第

１
印

象
は

コ
コ

！
1
1
日

間
3
0
名

（
定

員
）

高
校

生
以

上
」
、

」
、

」
、

育
成

す
る

た
め

に
、

舞
台

制
作

受
付

と
接

遇
「

即
実

践
！

「
お

ー
い

幾
太

郎
」

公
演

「
音

響
技

術
の

基
」
、

」
、

」
、「

」
、「

」
、「

」
、

の
知

識
と

技
術

を
学

び
、

体
験

礎
実

習
制

作
会

議
③

舞
台

デ
ザ

イ
ン

照
明

技
術

の
基

礎
実

習
す

る
実

践
的

な
セ

ミ
ナ

ー
を

実
「

演
劇

ホ
ー

ル
を

使
っ

て
公

演
の

実
施

「
ア

ッ
ト

ラ
イ

ブ
ス

ペ
シ

ャ
ル

！
、

」
」

施
。

「
公

演
を

終
え

て
も

終
わ

り
じ

ゃ
な

い
（

事
後

処
理

、
反

省
会

「
夢

の
実

）
」
、

現
へ

向
か

っ
て

芸
術

分
野

で
の

Ｎ
Ｐ

Ｏ
の

現
状

ま
と

め
と

反
省

会
(
意

」
、「

」
、「

見
交

換
)
」
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種
別

実
施

機
関

名
事

業
名

事
業

趣
旨

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
研

修
期

間
参

加
者

数
・

定
員

対
象

者
財

団
財

団
法

人
地

域
ス

テ
ー

ジ
ラ

ボ
／

ア
ー

公
立

文
化

施
設

等
の

職
員

を
（

高
松

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

の
実

施
例

）
創

造
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

ラ
ボ

対
象

に
、

事
業

の
企

画
制

作
、

○
ホ

ー
ル

入
門

コ
ー

ス
、

自
主

事
業

Ⅰ
(
音

楽
)
コ

ー
ス

、
自

主
事

業
Ⅱ

(
演

劇
)

高
松

ｾ
ｯ
ｼ
ｮ
ﾝ

施
設

運
営

、
地

域
と

の
関

わ
り

コ
ー

ス
、

ア
ー

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
ラ

ボ
4
日

間
6
4
名

参
加

公
立

文
化

施
設

な
ど

、
ホ

ー
ル

、
劇

場
等

の
ソ

（
鳥

取
セ

ッ
シ

ョ
ン

で
の

実
施

例
）

(
年

2
回

)
鳥

取
ｾ
ｯ
ｼ
ｮ
ﾝ

等
の

職
員

フ
ト

運
営

に
欠

く
こ

と
の

で
き

○
ホ

ー
ル

入
門

コ
ー

ス
、

自
主

事
業

コ
ー

ス
、

文
化

政
策

企
画

・
文

化
施

設
運

6
2
名

参
加

な
い

要
素

を
体

得
す

る
た

め
の

営
コ

ー
ス

(
各

ｺ
ｰ
ｽ
定

員
約

2
0

研
修

を
実

施
。

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

の
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
名

)
・

グ
ル

ー
プ

討
議

な
ど

の
双

方
向

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

重
視

ス
テ

ー
ジ

ラ
ボ

・
マ

ス
研

修
事

業
(
ス

テ
ー

ジ
ラ

ボ
)

○
講

義
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

及
び

先
進

事
例

の
現

地
調

査
を

通
じ

て
、

テ
ー

タ
ー

コ
ー

ス
の

修
了

生
が

、
事

業
を

企
画

立
マ

に
関

す
る

レ
ポ

ー
ト

を
執

筆
す

る
と

と
も

に
、

参
加

者
が

地
域

の
実

情
に

即
案

す
る

際
に

役
立

つ
よ

う
な

実
し

た
企

画
を

立
案

約
半

年
間

7
名

参
加

ス
テ

ー
ジ

ラ
ボ

践
的

な
調

査
研

究
の

機
会

を
提

・
前

期
研

修
会

：
レ

ク
チ

ャ
ー

、
方

向
性

検
討

、
事

例
研

究
等

の
修

了
生

供
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

緊
密

・
調

査
企

画
会

議
：

先
進

地
域

視
察

、
専

門
家

ヒ
ア

リ
ン

グ
、

問
題

点
の

研
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

を
支

究
、

企
画

立
案

等
援

。
・

後
期

研
修

会
：

最
終

調
査

レ
ポ

ー
ト

、
企

画
案

発
表

・
報

告
書

作
成

ア
ー

ト
ア

プ
ロ

ー
チ

セ
市

町
村

長
等

向
け

セ
ミ

ナ
ー

○
市

町
村

長
等

向
け

：
講

演
、

レ
ク

チ
ャ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

市
町

村
長

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
文

化
（

市
町

村
ア

カ
デ

ミ
ー

研
修

（
財

団
法

人
全

国
市

町
村

振
興

協
会

）
の

プ
ロ

等
向

け
：

約
1
0
0
名

参
加

市
町

村
長

等
振

興
担

当
部

局
幹

部
職

員
を

対
グ

ラ
ム

の
一

つ
と

し
て

参
加

）
1
日

間
象

に
、

地
域

に
お

け
る

芸
術

文
○

文
化

振
興

担
当

幹
部

向
け

：
ゼ

ミ
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
文

化
振

興
文

化
振

興
担

当
化

活
動

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
担

当
幹

部
2
0
名

参
加

部
局

職
員

等
め

る
研

修
を

実
施

。
向

け
：

2
日

間
ブ

ロ
ッ

ク
ラ

ボ
都

道
府

県
・

政
令

指
定

都
市

○
（

関
東

ブ
ロ

ッ
ク

ラ
ボ

の
例

）
都

道
府

県
・

政
の

文
化

振
興

課
長

等
を

対
象

・
1
日

目
：

地
域

創
造

の
紹

介
「

講
演

「
文

化
施

設
実

態
調

査
結

果
令

指
定

都
市

の
「

」
、

」
、

に
、

全
国

を
6
ブ

ロ
ッ

ク
に

分
の

報
告

」
各

2
日

間
2
1
名

参
加

文
化

振
興

課
長

け
て

研
修

を
開

催
。

・
2
日

目
：

地
域

の
芸

術
文

化
事

業
の

事
例

紹
介

」
等

「
財

団
財

団
法

人
北

海
ア

ー
ト

プ
ロ

デ
ュ

ー
サ

芸
術

・
文

化
に

対
す

る
理

解
○

音
楽

ク
ラ

ス
・

美
術

ク
ラ

ス
共

通
道

文
化

財
団

ー
養

成
講

座
を

深
め

る
と

と
も

に
、

地
域

の
「

音
楽

ホ
ー

ル
の

仕
事

－
地

域
の

文
化

拠
点

と
し

て
「

子
ど

も
・

学
校

・
地

」
、

＜
実

践
編

＞
人

々
が

文
化

活
動

へ
の

参
加

を
域

と
ア

ー
ト

の
出

会
い

」
促

す
企

画
や

そ
の

実
施

方
法

を
○

音
楽

ク
ラ

ス
4
日

間
3
1
名

参
加

全
道

の
文

化
行

学
ん

で
も

ら
い

、
活

動
の

リ
ー

「
ク

ラ
シ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト
を

企
画

す
る

Ⅰ
」

(
ク

ラ
シ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト
の

(
各

コ
ー

ス
1
5
名

政
担

当
者

、
文

ダ
ー

(
ア

ー
ト

プ
ロ

デ
ュ

ー
サ

企
画

と
参

加
者

と
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
で

立
案

し
実

際
に

公
演

を
行

う
。

)
「

ク
ラ

程
度

)
化

活
動

の
制

作
、

ー
)
と

な
る

人
材

を
育

成
(
レ

ベ
シ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト
を

企
画

す
る

Ⅱ
「

ク
ラ

シ
ッ

ク
コ

ン
サ

ー
ト

の
広

報
・

担
当

者
、

道
内

」
、

ル
ア

ッ
プ

)
す

る
こ

と
を

目
的

宣
伝

と
は

「
ク

ラ
シ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト
を

実
施

す
る

」
芸

術
系

大
学

及
」
、

と
す

る
。

○
美

術
ク

ラ
ス

び
専

門
学

校
生

(
共

催
：

北
海

道
教

育
大

学
岩

「
人

生
の

追
体

験
！

？
～

子
ど

も
と

向
き

合
う

大
人

の
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
見

沢
校

(
主

管
：

芸
術

課
程

芸
ッ

プ
Ⅰ

」
(
幼

児
期

か
ら

現
在

ま
で

体
験

し
た

視
点

の
高

さ
や

視
線

の
方

向
を

術
文

化
コ

ー
ス

ア
ー

ト
・

マ
ネ

言
葉

や
画

像
に

対
し

て
、

そ
れ

を
ス

ラ
イ

ド
シ

ョ
ー

「
人

生
の

追
体

験
」

と
し

ー
ジ

ャ
ー

専
攻

)
)

て
編

集
し

、
最

後
に

発
表

と
鑑

賞
を

行
う

。
)

「
人

生
の

追
体

験
！

？
子

ど
、

も
と

向
き

合
う

大
人

の
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
Ⅱ

」
北

海
道

文
化

財
団

ア
ー

「
ア

ー
ト

ゼ
ミ

」
は

、
道

内
○

「
演

出
ゼ

ミ
[
第

5
回

]
」

演
出

ゼ
ミ

：
現

ト
ゼ

ミ
2
0
0
7

に
お

い
て

演
出

家
や

劇
作

家
と

宮
沢

章
夫

氏
を

講
師

と
し

て
戯

曲
の

解
読

・
分

析
、

バ
ラ

ン
ス

感
覚

と
コ

ミ
在

演
出

家
と

し
○

演
出

ゼ
ミ

し
て

活
動

さ
れ

て
い

る
者

や
劇

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

演
出

に
お

け
る

オ
リ

ジ
ナ

リ
テ

ィ
等

を
学

ぶ
。

5
日

間
9
名

参
加

て
活

動
し

て
い

団
等

で
制

作
に

携
わ

っ
て

い
る

る
者

、
演

出
経

者
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
目

的
と

験
が

あ
る

者
し

た
少

人
数

制
の

養
成

講
座

。
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種
別

実
施

機
関

名
事

業
名

事
業

趣
旨

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
研

修
期

間
参

加
者

数
・

定
員

対
象

者
北

海
道

文
化

財
団

ア
ー

○
「

舞
台

制
作

ゼ
ミ

」
演

劇
や

ダ
ン

ス
ト

ゼ
ミ

2
0
0
7

佐
藤

道
元

氏
を

講
師

と
し

て
、

パ
フ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ー
ツ

カ
ン

パ
ニ

ー
「

指
1
6
名

参
加

の
制

作
・

プ
ロ

○
舞

台
制

作
ゼ

ミ
輪

ホ
テ

ル
」

の
活

動
事

例
を

通
し

て
、

劇
団

や
ダ

ン
ス

カ
ン

パ
ニ

ー
の

企
画

制
1
日

間
デ

ュ
ー

ス
に

従
、

作
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
手

法
を

学
ぶ

。
事

し
て

い
る

者
又

は
関

心
の

あ
る

者
財

団
財

団
法

人
新

潟
ア

ー
ト

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

県
内

の
公

立
ホ

ー
ル

職
員

、
○

第
1
回

県
文

化
振

興
財

講
座

県
市

町
村

文
化

振
興

担
当

職
員

・
報

告
「

県
内

ホ
ー

ル
の

現
状

」
(
職

員
数

、
予

算
等

の
調

査
結

果
報

告
)

団
な

ど
を

対
象

に
、

主
に

文
化

事
・

講
演

「
文

化
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
①

（
実

例
に

よ
り

ど
の

よ
う

な
企

画
」

業
実

施
時

に
必

要
な

知
識

、
地

を
し

、
財

源
を

ど
う

開
拓

し
、

確
保

す
る

か
を

学
ぶ

）
。

域
の

文
化

振
興

の
た

め
に

ホ
ー

・
意

見
交

換
「

新
年

度
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
等

に
つ

い
て

（
社

団
法

人
全

各
2
日

間
6
2
名

参
加

県
市

町
村

文
化

」
ル

が
何

が
で

き
る

か
を

学
び

、
国

公
立

文
化

施
設

協
会

加
盟

団
体

の
み

参
加

）
う

ち
、

2
2
名

(
行

振
興

担
当

者
等

ま
た

、
県

内
ホ

ー
ル

の
ネ

ッ
ト

・
講

座
「

各
種

助
成

金
に

つ
い

て
」

な
ど

（
公

的
、

民
間

助
成

団
体

の
紹

介
政

関
係

者
)
､
4
0
名

ワ
ー

ク
事

業
の

可
能

性
を

検
な

ど
「

文
化

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

②
｣
-
｢
大

地
の

芸
術

祭
｣
を

事
例

と
(
社

団
法

人
全

国
）
、

討
。

し
て

-
（

県
内

他
地

域
と

の
事

業
展

開
の

可
能

性
な

ど
を

さ
ぐ

る
）

公
立

文
化

施
設

協
○

第
2
回

会
加

盟
職

員
)

・
講

演
「

芸
術

文
化

の
振

興
と

公
共

ホ
ー

ル
の

役
割

（
八

尾
市

の
文

化
振

」
興

ビ
ジ

ョ
ン

と
プ

ラ
ン

に
お

け
る

ホ
ー

ル
の

位
置

づ
け

）
・

報
告

「
他

団
体

と
の

共
催

事
業

の
具

体
例

（
共

催
事

業
実

態
調

査
結

果
」

報
告

）
・

意
見

交
換

「
テ

レ
ビ

、
新

聞
社

事
業

担
当

に
よ

る
共

催
に

つ
い

て
の

プ
レ

ゼ
ン

な
ど

（
新

年
度

事
業

の
共

催
の

可
能

性
を

さ
ぐ

る
「

新
年

度
」

）
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

等
に

つ
い

て
（

社
団

法
人

全
国

公
立

文
化

施
設

協
会

加
盟

団
体

の
み

参
加

）
・

講
座

「
文

化
に

関
わ

る
法

律
（

芸
術

活
動

の
分

野
に

詳
し

い
法

律
事

務
」

所
の

弁
護

士
に

よ
る

著
作

権
の

最
近

の
話

題
「

主
催

者
と

チ
ケ

ッ
ト

、
購

入
者

と
の

契
約

と
は

」
な

ど
）

・
体

験
講

座
「

日
本

の
伝

統
芸

能
～

歌
舞

伎
の

楽
し

さ
」

財
団

財
団

法
人

鳥
取

鳥
取

県
文

化
振

興
財

団
県

内
財

団
等

職
員

研
修

の
一

○
講

義
：

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
際

」
､
「

公
立

文
化

会
館

の
こ

れ
か

ら
県

内
文

化
財

団
「

県
文

化
振

興
財

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
環

と
し

て
、

高
度

ア
ー

ト
マ

ネ
と

財
団

の
改

革
」

､
「

指
定

管
理

者
制

度
と

ど
の

よ
う

に
向

き
合

う
か

」
､

3
日

間
5
0
名

参
加

職
員

団
職

員
研

修
会

（
主

催
）

ジ
メ

ン
ト

力
を

習
得

す
る

た
「

公
立

文
化

施
設

の
管

理
運

営
と

効
率

化
に

つ
い

て
「

ア
ー

ツ
マ

ー
ケ

テ
」
、

め
、

職
員

の
意

識
啓

発
と

国
内

ィ
ン

グ
と

は
「

財
団

の
経

営
改

革
と

人
事

評
価

制
度

に
つ

い
て

「
業

」
、

」
、

外
の

地
域

劇
場

の
紹

介
等

、
今

績
評

価
制

度
に

つ
い

て
」

後
の

公
立

文
化

会
館

に
と

っ
て

必
要

な
ス

キ
ル

を
養

成
。

鳥
取

県
公

立
文

化
施

設
県

内
の

公
立

文
化

施
設

を
円

○
講

義
：

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
際

」
､
「

公
立

文
化

会
館

の
こ

れ
か

ら
県

内
公

立
文

化
「

協
議

会
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
滑

に
管

理
運

営
す

る
た

め
、

職
と

財
団

の
改

革
」

､
「

指
定

管
理

者
制

度
と

ど
の

よ
う

に
向

き
合

う
か

」
､

1
日

間
6
0
名

参
加

施
設

職
員

メ
ン

ト
研

修
（

共
催

）
員

の
意

識
改

革
と

技
術

の
向

上
「

公
立

文
化

施
設

の
管

理
運

営
と

効
率

化
に

つ
い

て
「

ア
ー

ツ
マ

ー
ケ

テ
」
、

を
目

指
す

と
と

も
に

、
職

員
同

ィ
ン

グ
と

は
「

財
団

の
経

営
改

革
と

人
事

評
価

制
度

に
つ

い
て

「
業

」
、

」
、

士
の

相
互

交
流

に
寄

与
す

る
。

績
評

価
制

度
に

つ
い

て
」

鳥
取

県
文

化
団

体
連

合
県

内
の

文
化

活
動

者
に

ア
ー

○
講

義
：

公
的

資
金

と
文

化
芸

術
団

体
の

関
係

～
補

助
金

に
潜

む
落

と
し

穴
と

県
文

化
団

体
連

会
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
意

識
啓

発
は

～
1
日

間
7
0
名

参
加

合
会

に
所

属
す

ト
研

修
会

（
共

催
）

と
取

組
み

の
促

進
を

図
る

。
る

会
員
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種
別

実
施

機
関

名
事

業
名

事
業

趣
旨

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
研

修
期

間
参

加
者

数
・

定
員

対
象

者
財

団
財

団
法

人
ひ

ろ
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

地
域

の
文

化
力

を
育

み
、

地
○

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
講

座
－

地
域

の
ア

ー
ト

パ
ワ

ー
を

ど
う

育
む

か
－

県
内

市
町

の
文

し
ま

文
化

振
興

研
修

事
業

域
社

会
の

活
性

化
に

資
す

る
た

第
1
日

化
行

政
及

び
文

財
団

め
、

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

・
講

義
「

社
会

関
係

資
本

と
、

市
民

・
芸

術
の

幸
せ

な
関

係
（

取
手

ア
ー

2
日

間
3
0
名

程
度

化
施

設
職

員
、

」
修

を
実

施
。

文
化

芸
術

振
興

の
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

～
市

民
・

大
学

・
行

政
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

～
）

（
定

員
）

民
間

(
N
P
O
・

文
推

進
役

と
な

る
人

材
の

育
成

を
・

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
①

、
②

、
③

（
グ

ル
ー

プ
毎

に
参

加
者

の
問

題
意

識
化

活
動

団
体

・
（

図
る

と
と

も
に

、
官

民
の

相
互

に
基

づ
い

た
テ

ー
マ

を
設

定
し

、
広

島
に

お
け

る
現

状
と

課
題

を
洗

い
出

企
業

等
)
で

文
化

交
流

に
寄

与
す

る
。

し
た

う
え

で
、

解
決

の
方

向
性

を
探

る
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

作
成

）
芸

術
事

業
に

携
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
①

、
②

わ
る

人
材

・
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

①
～

他
地

域
の

事
例

か
ら

学
ぼ

う
～

山
口

情
報

芸
術

セ
ン

タ
ー

、
小

出
郷

文
化

会
館

第
2
日

・
講

義
「

地
域

文
化

デ
ザ

イ
ン

～
ア

ー
ト

パ
ワ

ー
を

ど
う

育
む

か
」

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

④
（

前
日

に
決

め
た

打
開

策
の

方
向

性
や

ヴ
ィ

ジ
ョ

ン
を

具
体

的
な

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
落

と
し

込
み

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

が
各

グ
ル

ー
プ

を
回

っ
て

ア
ド

バ
イ

ス
す

る
）

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

③
財

団
財

団
法

人
福

岡
ア

ー
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

文
化

芸
術

と
市

民
を

結
ぶ

こ
○

「
福

岡
・

新
小

劇
場

時
代

」
市

文
化

芸
術

振
ト

・
セ

ミ
ナ

ー
と

を
目

的
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

等
講

演
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
：

こ
れ

か
ら

の
福

岡
の

演
劇

界
を

考
1
日

間
6
5
名

参
加

制
限

な
し

「
興

財
団

を
開

催
し

、
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
と

え
る

」
サ

ポ
ー

ト
す

る
組

織
づ

く
り

や
特

色
の

あ
る

活
動

を
行

っ
て

い
○

「
絶

対
売

れ
る

！
？

～
地

方
劇

団
成

功
の

法
則

」
る

文
化

活
動

者
の

紹
介

等
と

行
演

劇
関

係
者

、
地

元
演

劇
人

、
一

般
参

加
者

を
含

め
た

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

い
、

地
元

文
化

活
動

者
へ

の
情

を
行

う
こ

と
で

、
劇

団
が

現
在

か
か

え
て

い
る

課
題

を
浮

き
彫

り
に

し
、

将
来

1
日

間
6
7
名

参
加

制
限

な
し

報
提

供
、

活
動

者
の

サ
ポ

ー
ト

を
ど

う
見

つ
め

て
い

く
か

を
考

え
る

。
に

つ
な

げ
る

。
大

学
昭

和
音

楽
大

学
オ

ペ
ラ

劇
場

運
営

講
座

我
が

国
の

オ
ペ

ラ
制

作
に

関
(
昭

和
音

楽
大

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
わ

る
人

材
養

成
の

一
環

と
し

○
レ

ク
チ

ャ
ー

、
質

疑
応

答
：

実
践

講
座

１
「

オ
ペ

ラ
劇

場
の

運
営

と
財

政
管

国
内

の
オ

ペ
ラ

学
オ

ペ
ラ

研
究

実
践

編
て

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
オ

ペ
ラ

劇
理

実
践

講
座

２
オ

ペ
ラ

劇
場

の
統

括
と

芸
術

管
理

実
践

講
座

３
オ

2
日

間
各

3
0
名

（
定

員
）

制
作

現
場

で
活

」
、

「
」
、

「
所

)
場

運
営

の
第

一
線

で
活

躍
す

る
ペ

ラ
劇

場
の

広
報

と
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

」
(
全

3
回

)
躍

す
る

人
材

講
師

の
レ

ク
チ

ャ
ー

と
受

講
者

と
の

一
問

一
答

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
。

Ｎ
Ｐ

Ｏ
特

定
非

営
利

活
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

沖
縄

市
内

の
文

化
芸

術
活

動
○

講
演

：
こ

れ
か

ら
の

公
共

劇
場

運
営

「
ち

ゅ
ら

さ
ん

の
企

画
・

制
作

に
「

」
、

動
法

人
沖

縄
県

セ
ミ

ナ
ー

を
活

発
化

さ
せ

、
活

力
あ

る
地

つ
い

て
「

演
劇

に
お

け
る

公
共

ホ
ー

ル
・

劇
場

の
役

割
「

文
化

芸
術

の
」
、

」
、

芸
術

文
化

振
興

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

を
図

振
興

と
基

盤
整

備
「

音
楽

に
お

け
る

公
共

ホ
ー

ル
・

劇
場

の
役

割
「

芸
7
日

間
2
9
名

参
加

制
限

な
し

」
、

」
、

協
会

る
た

め
、

人
的

資
源

や
市

内
の

術
文

化
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
の

先
進

事
例

「
指

定
管

理
者

制
度

の
導

入
状

況
」
、

文
化

資
源

を
有

機
的

に
結

び
付

と
今

後
の

動
向

」
け

活
用

し
、

音
楽

・
芸

能
文

化
に

よ
る

産
業

の
創

出
を

図
る

た
め

、
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
。

Ｎ
Ｐ

Ｏ
特

定
非

営
利

活
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
コ

ー
デ

音
楽

活
動

を
通

じ
て

地
域

社
○

講
演

：
①

「
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
は

魔
法

の
水

？
～

あ
る

地
域

で
続

く
訪

問
プ

ロ
動

法
人

ト
リ

ト
ィ

ネ
ー

タ
ー

育
成

研
修

会
に

貢
献

す
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
と

し
グ

ラ
ム

の
実

際
」

ン
･
ア

ー
ツ

・
会

て
、

主
に

ク
ラ

シ
ッ

ク
音

楽
の

②
「

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

つ
く

り
方

」
4
日

間
各

5
0
名

（
定

員
）

制
限

な
し

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

専
門

家
と

地
域

住
民

と
を

コ
ー

③
「

演
劇

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

現
場

」
(
4
回

)
(
②

は
3
0
名

)
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

ノ
ウ

ハ
ウ

研
④

「
地

域
・

学
校

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

の
連

携
を

よ
り

よ
い

も
の

と
す

る
た

め
修

会
で

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

コ
ー

デ
の

ポ
イ

ン
ト

」
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
を

実
施

。
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種
別

実
施

機
関

名
事

業
名

事
業

趣
旨

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
研

修
期

間
参

加
者

数
・

定
員

対
象

者
企

業
ト

ヨ
タ

自
動

車
ト

ヨ
タ

・
ア

ー
ト

マ
ネ

ア
ー

ト
の

現
場

が
直

面
す

る
○

ト
ヨ

タ
・

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
フ

ォ
ー

ラ
ム

２
０

０
７

「
な

ぜ
、

い
ま

ア
株

式
会

社
ジ

メ
ン

ト
フ

ォ
ー

ラ
ム

切
実

な
課

題
や

ア
ー

ト
と

社
会

ー
ト

な
の

？
－

ア
ー

ト
の

力
、

ア
ー

ト
の

社
会

的
価

値
を

考
え

る
」

2
0
0
7

の
関

係
等

を
議

論
講

演
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
：

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
「

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

ひ
も

解
け

ば
、

分
科

会
Ａ

「
高

齢
化

社
会

と
ア

ー
ト

環
1
日

間
3
6
0
名

参
加

制
限

な
し

」
〈

境
〉

－
シ

ル
バ

ー
パ

ワ
ー

が
社

会
を

変
え

る
、

分
科

会
Ｂ

「
防

災
〉

に
対

し
」

〈
て

ア
ー

ト
が

で
き

る
こ

と
、

分
科

会
Ｃ

「
い

ま
、

教
育

現
場

に
必

要
な

ア
ー

」
」
、

ト
と

は
？

－
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

イ
ン

・
ス

ク
ー

ル
の

こ
れ

ま
で

と
こ

れ
か

ら
分

科
会

Ｄ
「

ア
ー

ト
Ｎ

Ｐ
Ｏ

的
！

？
経

営
戦

略
－

大
阪

・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

ゲ
ー

ト
を

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
に

、
分

科
会

Ｅ
「

リ
ー

ジ
ョ

ナ
ル

シ
ア

タ
ー

が
地

」
域

を
超

え
る

日
－

演
劇

が
身

近
な

存
在

に
な

れ
ば

、
ア

ー
ト

も
近

く
に

見
え

て
く

る
、

分
科

会
Ｆ

「
美

術
館

と
社

会
－

美
術

館
の

位
置

す
る

社
会

を
描

く
、

」
」

総
合

セ
ッ

シ
ョ

ン
「

な
ぜ

、
い

ま
ア

ー
ト

な
の

？
－

ア
ー

ト
の

力
、

ア
ー

ト
の

社
会

的
価

値
を

考
え

る
、

ク
ロ

ー
ジ

ン
グ

「
レ

ビ
ュ

ー
コ

メ
ン

ト
－

今
後

の
」

展
開

に
向

け
て

」
そ

の
他

日
本

ア
ー

ト
マ

第
5
回

関
西

学
生

ア
ー

日
本

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
○

研
究

発
表

（
ゼ

ミ
形

式
・

活
動

発
表

）
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

会
議

学
会

関
西

部
会

の
主

催
で

行
わ

第
1
日

目
：

大
学

生
に

よ
る

研
究

発
表

（
神

戸
大

学
）

1
日

目
：

ア
ー

ト
会

関
西

部
会

れ
て

き
た

関
西

学
生

ア
ー

ト
マ

第
2
日

目
：

大
学

生
、

学
生

を
中

心
と

す
る

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
研

究
及

び
活

2
日

間
1
日

目
2
0
名

参
加

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

(
兵

庫
県

立
芸

ネ
ジ

メ
ン

ト
会

議
は

、
関

西
で

動
発

表
2
日

目
9
0
名

参
加

を
学

ぶ
学

生
術

文
化

セ
ン

タ
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
学

ぶ
「

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

と
地

域
を

結
ぶ

文
化

施
設

「
ま

ち
づ

く
り

と
2
日

目
：

制
限

な
」
、

ー
神

戸
大

学
)

学
生

が
中

心
と

な
り

、
そ

れ
ぞ

文
化

施
設

「
大

学
と

文
化

施
設

（
兵

庫
県

立
芸

術
文

化
セ

ン
し

、
」
、

」
れ

の
研

究
発

表
を

行
う

だ
け

で
タ

ー
）

な
く

、
実

際
に

企
画

・
運

営
に

携
わ

る
こ

と
で

実
践

の
場

と
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（
注

）
１

．
事

業
名

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

内
容

、
研

修
期

間
、

参
加

者
数

・
定

員
等

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
８

年
度

又
は

１
９

年
度

の
直

近
の

デ
ー

タ
に

よ
る

。
２

．
事

業
の

主
目

的
が

情
報

交
換

・
交

流
等

人
材

育
成

以
外

の
事

項
で

あ
る

も
の

や
、

大
学

、
地

方
公

共
団

体
等

が
開

催
す

る
社

会
人

向
け

の
公

開
講

座
等

を
除

く
。
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（５）文化審議会文化政策部会検討経緯 

 

 

平成１９年 ８月 ２日 第１回文化政策部会 

概要：文化政策部会における検討内容等について審議 

 

９月１９日 第２回文化政策部会 

概要：アートマネジメント人材等の育成及び活用について・ヒアリング① 

○「アートマネジメント全般」 

 社団法人企業メセナ協議会シニア・プログラム・オフィサー 

若林朋子 氏 

○「大学等における人材養成」 

昭和音楽大学音楽学部音楽芸術運営学科准教授 武濤京子 氏 

        ○「若手アートマネジメント人材」 

財団法人鳥取県文化振興財団副理事長兼文化芸術デザイナー 

柴田英杞 氏 

 

１０月１８日 第３回文化政策部会 

  概要：アートマネジメント人材等の育成及び活用について・ヒアリング② 

   ○「受け入れ先の団体・文化施設」 

前財団法人住友生命社会福祉事業団・いずみホール支配人  

伊東順一 氏 

○「舞台技術」 

財団法人新国立劇場運営財団技術部長 伊藤久幸 氏 

 

１１月２２日 第４回文化政策部会 

概要：アートマネジメント人材等の育成及び活用について・中間まとめに向け

た論点整理① 

 

     １２月１０日 第５回文化政策部会 

       概要：アートマネジメント人材等の育成及び活用について・中間まとめに向け

た論点整理② 

 

平成２０年 １月２３日 第６回文化政策部会 

       概要：アートマネジメント人材等の育成及び活用について・審議経過報告（案）    

審議  
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（６）文化審議会文化政策部会委員名簿

平成２０年１月２３日現在

≪委 員≫

部会長 宮田 亮平 東京藝術大学長

尾高 忠明 指揮者、札幌交響楽団音楽監督

田村 孝子 日本放送協会解説委員

富澤 秀機 テレビ大阪株式会社代表取締役会長

山内 昌之 東京大学大学院教授

≪臨時委員≫

唐津 絵理 愛知芸術文化センター学芸員（舞踊 ・元舞踊家）

田村 和寿 桐蔭横浜大学文化政策研究所教授

高萩 宏 世田谷パブリックシアター制作部長

三林 京子 女優、大阪芸術大学短期大学部教授

吉本 光宏 株式会社ニッセイ基礎研究所芸術文化プロジェクト室長

米屋 尚子 社団法人日本芸能実演家団体協議会部長

≪専門委員≫

ロジャー・パルバース 作家・東京工業大学教授


